
　和牛の里として知られる口和は、牛にちなんだイベントや西城川の川の幸、春

にはまんさく、６月にはホタルが飛び交うなど自然豊なところです。また、新鮮野

菜やそば、ケーキ、アイスなど、地元ならではの食べ物もいっぱいです。
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■使ってみよう！ｅ－しょうばらネット・・・・・

■在宅高齢者家族介護慰労金を支給します・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・
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■県立広島大学に研究費を助成・・・・・・・・・・・

■地域情報化計画策定委員会を設置・・・・・・・
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■応援します！あなたの子育て・・・・・・・・・・・・・

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・
■庄原市農業委員会 新体制でスタート・・・・・・

■庄原市シルバー人材センターをご利用ください・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」見る・食べる・遊ぶ・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine 見る

食べる

遊ぶ

ほたる見公園

鮎の里公園・高瀬の湯

持ち揚げ観音

鮎料理・広島牛の焼肉 モーモーアイス

　　江戸時代以降の郷土の人々が

使用していた生活道具、遺跡からの

出土品、蓄音機、劇場用映写機、初

期ラジオ、1500年前のクジラや貝の

化石など計1300点を展示しています。

　　現在でも、この蓄音機、劇場用映

写機、初期ラジオを修理して定期的

に鑑賞会などを開催しています。

鈎0824－87－2230（開館日は月・

木曜日）

　　鮎の里公園のすぐそばにある

持ち揚げ観音には、古くからの言

い伝えがあります。この観音様に

願い事をかけながら持ち上げ、軽

く感じればその願いは叶い、逆に

重く感じれば、その願いは叶わな

いと伝えられています。

口和郷土資料館

　町内唯一の温泉宿泊施設です。地下500ｍ

から汲み上げる、天然のラドン温泉かけ流し

風呂で疲れを癒した後は、天然の鮎・和牛肉

など口和の味覚でお楽しみください。

　和牛の里口和ならやっぱ

り「焼肉」。美味しいお肉がい

つでも食べられます。

　また、西城川で釣ったばか

りの新鮮な天然鮎の塩焼き

も美味！
ほたる見公園内の竹地川で遊ぶ

子どもたち（7月23日（土））

広報 西城地域

口和地域口和地域
東城地域

庄原地域

総領地域

比和地域

高野地域

　口和の良好な環境で育った乳牛の

上質な牛乳をたっぷり使い、新鮮な

卵を加えて作った「乳やのかあちゃ

ん手づくりアイス」です。添加物を使

用せず、美味しさと安全を追求した

自慢の味です。

モーモー物産館「しんぎょう庵」の手打ちそば
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　竹地川のすぐ

そばにあるほた

る見公園は、キャ

ンプを楽しむ家

族連れでにぎわい、

初夏には、無数のホタルが放つ幻想的な光のダンスを見ることで

きます。また、天然記念物のオオサンショウオも数多く生息しており、

時折見ることができます。

　地元産のそば粉を使った、手打ちの二八そば（ざるそば・肉

そば・やまかけそば）を味わ

うことが出来ます。

　物産館では、口和新鮮野

菜市も開設され、季節の野

菜のほか、特産品の山の幸

がところ狭しと並んでいます。

日
差
し
を
浴
び
て

　
　
　
　
自
然
を
満
喫
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リサイクルを学ぶ講座を開催
庄原市リサイクルプラザ

　庄原市リサイクルプラザでは、排出されるごみの収集・処理を行うとともに、ご

みの減量とリサイクルに向けた啓発事業も行ってます。

　8月からは、〝ごみ〟として出された資源ごみを再利用することで、さまざまな

ものに変わっていく過程を体験できる講座を開催しています。

非
核
平
和
都
市
宣
言

世
界
平
和
を
願
�
て

　
世
界
の
核
を
め
ぐ
る
情
勢
は
�核
軍
縮
・
核
不
拡
散
が
国
際
社
会
の
中
で

合
意
に
至
ら
ず
�大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
が
続
き
�世
界
平
和
と
人
類
の
生

存
に
深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
�

　
新
生
庄
原
市
は
�世
界
最
初
の
被
爆
県
に
新
し
く
生
ま
れ
た
都
市
と
し

て
�核
兵
器
の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
�７
月
１
日
�

議
会
の
議
決
を
得
て
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
ま
し
た
�

　永遠の世界平和の実現は、人類共通の願いです。

　しかし今もなお、世界では地域紛争やテロの頻

発など、人間の生命の尊厳を踏みにじる行為が繰

り返される中で、核の小型化や拡散が進み、世界平

和と人類の生存に深刻な脅威をもたらしています。

　庄原市は、世界最初の被爆県の都市として、その

惨状と被爆者の苦しみを思い、この地球上で再び

ヒロシマ・ナガサキの惨禍を繰り返してはならな

いことを強く全世界に訴えます。

　私たち庄原市民は、生命の尊厳と平和の尊さを

深く認識し、一刻も早い核兵器の廃絶と永遠の平

和を希求し、ここに非核平和都市庄原市を宣言し

ます。

　
青
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に
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�
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パ
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活
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さ
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を
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に
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し
�
若
者
へ
の
声
か
け
も
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す
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８
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全
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岡
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の
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の
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�
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い
る
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に
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す
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れ
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す
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で
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の
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全
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取
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た
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に
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も
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ご
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福
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庄原市非核平和都市宣言
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市民パトロール
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取
り
入
れ
る
第

一
歩
と
し
て
�身
近
な
テ
�
マ
か

ら
ご
み
の
減
量
を
考
え
�手
が
け

る
�作
る
�語
り
合
う
と
い
�
た
コ

ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
中
で
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ブ
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瓶
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ボ
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に
も
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時
受
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付
け
た
り
�環
境
に
関
す
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も
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な
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�
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話
で
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い
合
わ
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い
た
だ
く
か
�ま
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は
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
�

●
開
館
時
間

　
ご
み
の
持
込
�
�
９
時
�
15
時

　
見
学
な
ど
�
�
�
10
時
�
15
時

　
※
12
時
�
13
時
は
除
き
ま
す
�

●
休
館
日

　
毎
週
土
曜
日
�国
民
の
休
日
�第

　
１
・
３
日
曜
日
�年
末
年
始�
12

　
月
28
日
�
１
月
３
日
�

●
電
話

　
鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
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９
８

　

楽
し
み
な
が
ら

循
環
型
社
会
を
学
ぶ

見
学
な
ど
も

　
　
　
受
け
付
け
中

★
今
後
開
催
を

　
予
定
し
て
い
る
講
座

開催日 時　間 講座内容 定員 費　用

第3回
9月11日（日）

第４回
9月25日（日）

10人

廃食油石鹸

10時～11時30分 紙すき

第５回
10月9日（日）

はぎれを使
った手芸

材料費
100円程度

◆開催場所・申込受付は、庄原市リサイクルプラザです。

◆定員になり次第、締め切らせていただきます。

◆今後の日程など、詳しくは「広報しょうばら」、「環境しょうばら」な

　どでお知らせします。

ロビーには、リサ

イクルプラザの

処理施設の仕組

みなどを知るこ

とができる機器

があります

庄原市リサイクルプラザ

鈎0824－72－1398

総
務
課
　
行
政
係
　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
２
３

申し込み
問い合わせ

第1回のパトロールに参加された皆さん

ペットボトルを再利用して作った

おもちゃと廃油から作った石鹸
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０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
９
２

庄原市非核平和都市宣言

庄原地域
市民パトロール
庄原地域

市民パトロール

　
講
座
で
は
�３
Ｒ�
リ
デ
�
�
ス

�
減
ら
す
・
リ
ユ
�
ス
�
再
使
用

す
る
・
リ
サ
イ
ク
ル
�
再
生
利
用

す
る
�を
生
活
に
取
り
入
れ
る
第

一
歩
と
し
て
�身
近
な
テ
�
マ
か

ら
ご
み
の
減
量
を
考
え
�手
が
け

る
�作
る
�語
り
合
う
と
い
�
た
コ

ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
中
で
�楽

し
み
な
が
ら
�循
環
型
社
会
を
め

ざ
し
て
ま
す
�

　
今
後
予
定
し
て
い
る
講
座
内
容

は
�表
の
と
お
り
で
す
�ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
�

　
ま
た
�こ
の
他
に
も
開
催
を
希

望
さ
れ
る
講
座
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
�お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

●
布
を
使
�
た
手
芸�
パ
�
チ
ワ

　
�
ク
�裂
き
織
り
��衣
服
の
リ

　
フ
�
�
ム

●
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト�
空
き
瓶
な

　
ど
を
使
�
た
ガ
ラ
ス
細
工
�

●
包
装
紙
な
ど
を
使
�
た
折
り
紙

●
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
�
�ド
ラ
イ
フ

　
ラ
ワ
�
づ
く
り

　
現
在
開
催
し
て
い
る
各
種
講
座

の
ほ
か
に
も
�リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
は
施
設
の
見
学
を
随
時
受
け

付
け
た
り
�環
境
に
関
す
る
も
の

や
講
座
で
作
�
た
作
品
な
ど
が
ご

覧
い
た
だ
け
る
コ
�
ナ
�
を
設
け

る
な
ど
�啓
発
事
業
を
行
�
て
い

ま
す
�

　
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
�疑
問
や
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
�お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
�ま
た
は
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
�

●
開
館
時
間

　
ご
み
の
持
込
�
�
９
時
�
15
時

　
見
学
な
ど
�
�
�
10
時
�
15
時

　
※
12
時
�
13
時
は
除
き
ま
す
�

●
休
館
日

　
毎
週
土
曜
日
�国
民
の
休
日
�第

　
１
・
３
日
曜
日
�年
末
年
始�
12

　
月
28
日
�
１
月
３
日
�

●
電
話

　
鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
３
９
８

　

楽
し
み
な
が
ら

循
環
型
社
会
を
学
ぶ

見
学
な
ど
も

　
　
　
受
け
付
け
中

★
今
後
開
催
を

　
予
定
し
て
い
る
講
座

開催日 時　間 講座内容 定員 費　用

第3回
9月11日（日）

第４回
9月25日（日）

10人

廃食油石鹸

10時～11時30分 紙すき

第５回
10月9日（日）

はぎれを使
った手芸

材料費
100円程度

◆開催場所・申込受付は、庄原市リサイクルプラザです。

◆定員になり次第、締め切らせていただきます。

◆今後の日程など、詳しくは「広報しょうばら」、「環境しょうばら」な

　どでお知らせします。

ロビーには、リサ

イクルプラザの

処理施設の仕組

みなどを知るこ

とができる機器

があります

庄原市リサイクルプラザ

鈎0824－72－1398

総
務
課
　
行
政
係
　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
２
３

申し込み
問い合わせ

第1回のパトロールに参加された皆さん

ペットボトルを再利用して作った

おもちゃと廃油から作った石鹸
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市
で
は
�
生
命
の
尊
さ
や
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
�
躍

動
感
�
平
和
の
大
切
さ
を
表
現

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
�
優

秀
作
品
は
�
し
�
う
ば
ら
人
権

フ
�
ス
タ
で
表
彰
・
展
示
し
�ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
�
広
報
紙
�
ペ

フ
�
ド
し
�
う
ば
ら
�
な
ど
で

発
表
し
ま
す
�

　
応
募
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
�
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
�

�
募
集
部
門
�

●
作
文
・
詩
の
部

●
標
語
の
部

●
絵
画
・
ポ
ス
タ
�
・
写
真
・
詩
画
・

　
オ
ブ
ジ
�
な
ど
の
部

�
応
募
方
法
�

　
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
�
ま
で
�
直
接
持
参

さ
れ
る
場
合
は
次
の
提
出
先
ま

で
お
願
い
し
ま
す
�

・
人
権
推
進
課�
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　

タ
�
内
�

・
西
城
支
所
市
民
課

・
西
城
人
権
セ
ン
タ
�

・
東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�

・
口
和
支
所
市
民
課

・
高
野
支
所
市
民
課

・
比
和
支
所
市
民
課

・
総
領
支
所
市
民
課

●
作
品
に
は
�名
前
と
住
所
�作

成
の
意
図
や
思
い
入
れ
な
ど
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
�

●
学
校
�グ
ル
�
プ
�職
場
単
位

で
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
�

�
締
め
切
り
�

10
月
31
日�
月
�必
着

�
そ
の
他
�

　
応
募
作
品
は
�
未
発
表
の
も

の
に
限
り
�１
人
１
点
と
し
ま
す
�

�
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
�

〒
７
２
７-

０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
５-

26

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�
　

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係

鈎
０
８
２
４-

７
５-

０
３
０
１

　

情報格差の
解消に向けて
地域情報化計画策定委員会を設置

在
�
市
内
の
高
速
イ
ン

タ
�
ネ
�
ト
接
続
環
境
は
�

庄
原
�西
城
�東
城
地
域
の
一
部

で
は
利
用
可
能
と
な
�
て
い
ま

す
�し
か
し
�そ
の
他
の
地
域
で

は
�
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
や
一
般
公
衆
回

線
な
ど
�
低
速
な
イ
ン
タ
�
ネ

�
ト
接
続
環
境
に
よ
る
利
用
の

み
と
な
�
て
お
り
�
市
内
で
も

情
報
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
�

　
さ
ら
に
平
成
23
年
か
ら
は
�

テ
レ
ビ
放
送
が
地
上
波
ア
ナ
ロ

グ
放
送
か
ら
地
上
波
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
切
り
替
わ
る
こ
と
と
な

�
て
お
り
�
電
波
が
届
か
な
い

地
域
で
の
テ
レ
ビ
視
聴
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
�

　
市
で
は
�
広
域
な
市
域
内
に

住
む
住
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を

的
確
に
伝
え
�さ
ら
に
は
�地
域

的
・
時
間
的
な
制
約
を
受
け
る

こ
と
な
く
情
報
を
共
有
し
�
住

民
参
加
と
安
心
し
て
生
活
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
�

　
今
回
設
置
さ
れ
た
地
域
情
報

化
計
画
策
定
委
員
会
で
は
�
地

域
情
報
化
に
関
す
る
住
民
ニ
�

ズ
を
的
確
に
把
握
し
�
ま
た
想

定
さ
れ
る
課
題
や
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
�
地
域
に
最
適
な
地

域
情
報
化
推
進
の
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
�

　
７
月
27
日
�
水
�
に
は
�
第
１

回
の
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
�

有
識
者
や
住
民
代
表
な
ど
14
人

の
委
員
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
�

情
報
化
の
現
状
と
課
題
な
ど
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
�

　
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
�
住
民
の
皆
さ
ん
の

ニ
�
ズ
を
把
握
す
る
た
め
�
地

域
や
年
齢
を
考
慮
し
任
意
に
抽

出
し
た
約
３
�０
０
０
人
と
�市

内
の
学
校
生
徒
な
ど
を
対
象
に

ア
ン
ケ
�
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
�

　
市
で
は
�
こ
の
ア
ン
ケ
�
ト

を
基
に
し
て
�
今
年
度
中
を
め

ど
に
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

し
て
い
く
予
定
で
す
�

　
対
象
と
な
ら
れ
た
方
に
は
�

９
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
�
ト
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
の
で
�
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�

■
情
報
推
進
課
情
報
推
進
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
３

現

�
ア
ン
ケ
�
ト
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

人
権
作
品
を
募
集
し
ま
す
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市
で
は
�平
成
17
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
�県
立
広
島
大
学
の

研
究
者
が
行
う
地
域
資
源
を
活

用
し
た
農
林
業
振
興
や
環
境
保

全
の
研
究
に
対
し
て
助
成
す
る
�

�
県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助
成

事
業
�の
研
究
課
題
を
決
定
し
ま

し
た
�

　
こ
の
事
業
は
�大
学
の
研
究
者

が
所
有
す
る
シ
�
ズ
�
種
�
を
活

用
し
た
研
究
成
果
を
商
品
化
・
事

業
化
に
結
び
付
け
�新
た
な
産
業

創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
�

　
６
月
に
研
究
課
題
を
募
集
し
�

専
門
性
・
新
規
性
に
富
ん
だ
16
件

の
提
案
の
中
か
ら
�実
効
性
や
期

待
度
の
高
い
次
の
５
件
を
助
成

対
象
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
�

　
今
後
は
�研
究
に
取
り
組
む
研

究
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
�研

究
の
成
果
が
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
�

企
画
課
政
策
企
画
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
４

　

採択された研究課題

◆助成対象研究課題

研究者氏名 研究課題の内容 対象分野

近藤　 悟 教授

森永 　力 教授

江頭 直義 教授

武藤 徳男 教授

早田 保義 教授

農業振興

農業振興

農業振興

環境保全

林業振興

環境保全

環境保全

商品的に優れたりんご生産の研究。研究品種を活

用したジャム製品の開発。

家畜から排出される糞尿の悪臭の除去とメタン発

酵の研究。低コストでの糞尿処理技術の開発。

庄原地域の農産物の機能性を研究。農産物や加工

品の付加価値を高め、健康志向にマッチした庄原

ブランドを創出。

木炭ペレットを活用した発電装置や新たなエンジ

ンシステムによる環境対応型バスの開発。

天然鉱物を利用した排水浄化装置を地元企業と共

同開発。業務用から家庭用まで幅広い効果を想定。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

県
立
広
島
大
学
と
共
同
研
究
を
実
施

産
業
創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す

県
立
広
島
大
学
に
研
究
費
を
助
成

　
県
立
広
島
大
学
で
は
�初
め
て
公
募
に
よ
り
�大
学
と
提
案
者
が
共
同

で
研
究
す
る�
地
域
課
題
解
決
研
究
�を
募
集
し
�市
か
ら
提
案
し
た
地

域
課
題
に
関
連
す
る
次
の
６
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
�

　
今
後
は
�大
学
の
研
究
者
と
市
が
共
同
し
て
�解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る

地
域
課
題
の
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
�

①中山間地域におけるコミュニ

ティビジネス型商品の開発推進

に関する研究

②中山間地域における第三セク

ターとコミュニティビジネスの

経営戦略とその可能性に関する

研究

③中山間地域における健康、福祉、

子育て、地域振興を通じた住み

よいまちづくりに関する総合研

究―備北地域を中心として―

④中山間地域の自然資源を活か

した新しい社会経済システムの

構築に関する研究調査―「みど

りの環～環境先進都市」の具体

化戦略―

⑤中山間地域における機能性植物

導入と商品開発による地域総合振

興に関する研究―自然資源の高度

利用と健康・安全・安心による循環

型社会システムの構築―

⑥地域の道の駅を活用して地域産

品の販売や加工販売を促進するた

めの課題抽出と対策の策定
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単
位

で
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
�

�
締
め
切
り
�

10
月
31
日�
月
�必
着

�
そ
の
他
�

　
応
募
作
品
は
�
未
発
表
の
も

の
に
限
り
�１
人
１
点
と
し
ま
す
�

�
郵
送
先
・
問
い
合
わ
せ
�

〒
７
２
７-

０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
５-

26

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�
　

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
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情報格差の
解消に向けて
地域情報化計画策定委員会を設置

在
�
市
内
の
高
速
イ
ン

タ
�
ネ
�
ト
接
続
環
境
は
�

庄
原
�西
城
�東
城
地
域
の
一
部

で
は
利
用
可
能
と
な
�
て
い
ま

す
�し
か
し
�そ
の
他
の
地
域
で

は
�
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
や
一
般
公
衆
回

線
な
ど
�
低
速
な
イ
ン
タ
�
ネ

�
ト
接
続
環
境
に
よ
る
利
用
の

み
と
な
�
て
お
り
�
市
内
で
も

情
報
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
�

　
さ
ら
に
平
成
23
年
か
ら
は
�

テ
レ
ビ
放
送
が
地
上
波
ア
ナ
ロ

グ
放
送
か
ら
地
上
波
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
切
り
替
わ
る
こ
と
と
な

�
て
お
り
�
電
波
が
届
か
な
い

地
域
で
の
テ
レ
ビ
視
聴
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
�

　
市
で
は
�
広
域
な
市
域
内
に

住
む
住
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を

的
確
に
伝
え
�さ
ら
に
は
�地
域

的
・
時
間
的
な
制
約
を
受
け
る

こ
と
な
く
情
報
を
共
有
し
�
住

民
参
加
と
安
心
し
て
生
活
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
�

　
今
回
設
置
さ
れ
た
地
域
情
報

化
計
画
策
定
委
員
会
で
は
�
地

域
情
報
化
に
関
す
る
住
民
ニ
�

ズ
を
的
確
に
把
握
し
�
ま
た
想

定
さ
れ
る
課
題
や
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
�
地
域
に
最
適
な
地

域
情
報
化
推
進
の
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
�

　
７
月
27
日
�
水
�
に
は
�
第
１

回
の
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
�

有
識
者
や
住
民
代
表
な
ど
14
人

の
委
員
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
�

情
報
化
の
現
状
と
課
題
な
ど
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
�

　
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
�
住
民
の
皆
さ
ん
の

ニ
�
ズ
を
把
握
す
る
た
め
�
地

域
や
年
齢
を
考
慮
し
任
意
に
抽

出
し
た
約
３
�０
０
０
人
と
�市

内
の
学
校
生
徒
な
ど
を
対
象
に

ア
ン
ケ
�
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
�

　
市
で
は
�
こ
の
ア
ン
ケ
�
ト

を
基
に
し
て
�
今
年
度
中
を
め

ど
に
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

し
て
い
く
予
定
で
す
�

　
対
象
と
な
ら
れ
た
方
に
は
�

９
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
�
ト
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
の
で
�
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
�

■
情
報
推
進
課
情
報
推
進
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
３

現

�
ア
ン
ケ
�
ト
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

人
権
作
品
を
募
集
し
ま
す
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市
で
は
�平
成
17
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
�県
立
広
島
大
学
の

研
究
者
が
行
う
地
域
資
源
を
活

用
し
た
農
林
業
振
興
や
環
境
保

全
の
研
究
に
対
し
て
助
成
す
る
�

�
県
立
広
島
大
学
研
究
開
発
助
成

事
業
�の
研
究
課
題
を
決
定
し
ま

し
た
�

　
こ
の
事
業
は
�大
学
の
研
究
者

が
所
有
す
る
シ
�
ズ
�
種
�
を
活

用
し
た
研
究
成
果
を
商
品
化
・
事

業
化
に
結
び
付
け
�新
た
な
産
業

創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
�

　
６
月
に
研
究
課
題
を
募
集
し
�

専
門
性
・
新
規
性
に
富
ん
だ
16
件

の
提
案
の
中
か
ら
�実
効
性
や
期

待
度
の
高
い
次
の
５
件
を
助
成

対
象
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
�

　
今
後
は
�研
究
に
取
り
組
む
研

究
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
�研

究
の
成
果
が
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
�

企
画
課
政
策
企
画
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
１
４

　

採択された研究課題

◆助成対象研究課題

研究者氏名 研究課題の内容 対象分野

近藤　 悟 教授

森永 　力 教授

江頭 直義 教授

武藤 徳男 教授

早田 保義 教授

農業振興

農業振興

農業振興

環境保全

林業振興

環境保全

環境保全

商品的に優れたりんご生産の研究。研究品種を活

用したジャム製品の開発。

家畜から排出される糞尿の悪臭の除去とメタン発

酵の研究。低コストでの糞尿処理技術の開発。

庄原地域の農産物の機能性を研究。農産物や加工

品の付加価値を高め、健康志向にマッチした庄原

ブランドを創出。

木炭ペレットを活用した発電装置や新たなエンジ

ンシステムによる環境対応型バスの開発。

天然鉱物を利用した排水浄化装置を地元企業と共

同開発。業務用から家庭用まで幅広い効果を想定。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

県
立
広
島
大
学
と
共
同
研
究
を
実
施

産
業
創
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す

県
立
広
島
大
学
に
研
究
費
を
助
成

　
県
立
広
島
大
学
で
は
�初
め
て
公
募
に
よ
り
�大
学
と
提
案
者
が
共
同

で
研
究
す
る�
地
域
課
題
解
決
研
究
�を
募
集
し
�市
か
ら
提
案
し
た
地

域
課
題
に
関
連
す
る
次
の
６
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
�

　
今
後
は
�大
学
の
研
究
者
と
市
が
共
同
し
て
�解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る

地
域
課
題
の
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
�

①中山間地域におけるコミュニ

ティビジネス型商品の開発推進

に関する研究

②中山間地域における第三セク

ターとコミュニティビジネスの

経営戦略とその可能性に関する

研究

③中山間地域における健康、福祉、

子育て、地域振興を通じた住み

よいまちづくりに関する総合研

究―備北地域を中心として―

④中山間地域の自然資源を活か

した新しい社会経済システムの

構築に関する研究調査―「みど

りの環～環境先進都市」の具体

化戦略―

⑤中山間地域における機能性植物

導入と商品開発による地域総合振

興に関する研究―自然資源の高度

利用と健康・安全・安心による循環

型社会システムの構築―

⑥地域の道の駅を活用して地域産

品の販売や加工販売を促進するた

めの課題抽出と対策の策定



　
病
気
や
失
業
な
ど
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
�申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
�

　
保
険
料
免
除
制
度
に
は
�法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ

り
�そ
れ
ぞ
れ
対
象
が
異
な
り
ま

す
�

●
法
定
免
除

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
や
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人
が
該
当
し

ま
す
�

●
申
請
免
除

　
前
年
の
所
得
が
少
な
い
な
ど
�

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
が
該
当
し
ま

す
�さ
ら
に
申
請
免
除
に
は
�保
険

料
の
全
額
を
免
除
す
る�
全
額
免

除
�と
�保
険
料
の
半
額
を
免
除
す

る�
半
額
免
除
�が
あ
り
ま
す
�申

請
免
除
は
ど
な
た
に
で
も
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
�所
得�
収
入
�

が
次
の
基
準
額
を
下
回
る
場
合
に

承
認
さ
れ
ま
す
��
基
準
額
は
家
族

構
成
な
ど
に
よ
�
て
異
な
り
ま
す
�

�
全
額
免
除
���
扶
養
親
族
等
の

数
＋
１
�×
35
万
＋
22
万
円

�
半
額
免
除
��
118
万
円
＋
扶
養
親

族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除

額
等

　
平
成
17
年
７
月
か
ら
の
申
請
免

除
に
つ
い
て
�初
回
申
請
時
に
�次

周
期
以
降
も
免
除
要
件
に
該
当
す

れ
ば
免
除
を
申
請
す
る
旨
を
あ
ら

か
じ
め
申
し
出
て
お
く
こ
と
に
よ

り
�毎
年
度
の
申
請
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
�対
象
は
前

年
所
得
に
基
づ
く
免
除
等
申
請�
全

額
免
除
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
に

限
る
��が
承
認
さ
れ
た
人
が
対
象

で
す
�

　
保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
�他

の
年
代
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な

い
若
年
層�
20
歳
代
�の
方
に
は
�

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度�
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
�が
あ
り
ま
す
�

若
年
者
納
付
猶
予
の
所
得
基
準
は

全
額
免
除
と
同
様
の
基
準
額
で
す

が
�本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み

で
審
査
さ
れ
ま
す
�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険

庁
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
書
に
よ

り
�国
へ
直
接
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
�
て
い
ま
す
�年
金
は

皆
さ
ん
の
保
険
料
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
�納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
�な
お
社
会

保
険
事
務
所
で
は
�国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
�保
険

料
の
未
納
額
が
多
く
な
ら
な
い
よ

う
�催
告
状
や�
国
民
年
金
推
進
員
�

の
戸
別
訪
問
な
ど
で
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
�

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
�口
座
振

替
に
よ
る
保
険
料
納
付
を
促
進
す

る
た
め
��
口
座
振
替
早
収
割
引
制

度
�が
導
入
さ
れ
ま
し
た
�こ
れ
は
�

保
険
料
の
割
引
が
あ
る
一
年
分
・

半
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
納

付
方
法
に
加
え
�月
々
に
口
座
振

替
で
納
付
す
る
場
合
で
あ
�
て
も
�

早
期
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
割

引
さ
れ
る
制
度
で
す
�

★
早
収
割
引�
当
月
末
振
替
�　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
円
割
引

★
現
金
払
い
で
１
年
前
納
　
　
　

　
　
　
　
　
２
�８
９
０
円
の
割
引

★
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
　 

　
　
　
　
　
３
�４
２
０
円
の
割
引

　
口
座
振
替
を
活
用
し
て
保
険
料

を
前
納
さ
れ
た
場
合
�二
重
の
割

引
が
受
け
ら
れ
お
得
で
す
�詳
細

に
つ
い
て
は
三
次
社
会
保
険
事
務

所
の
国
民
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
�

20
歳
代
の
方
に
は

納
付
猶
予
制
度
も

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

申
請
を
す
る
こ
と
で

保
険
料
納
付
を
免
除

【国民年金の保険料】

� �� � 広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8

た
ち
が
日
ご
ろ
使
�
て

い
る
道
路
に
は
�色
々
な

機
能
が
あ
り
ま
す
�自
動
車
や
歩

行
者
が
通
行
す
る
ほ
か
�上
下
水

道
管
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
を

収
容
す
る
機
能
�ま
た
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
や
安
ら
ぎ
の
場
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
に
�道
路
は
生
活
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
社
会
資
本

で
す
が
�空
気
の
よ
う
に
身
近
な

存
在
の
た
め
�そ
の
重
要
性
が
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
�

　
誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
�８
月

10
日
の�
道
の
日
�を
契
機
に
�道

に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

　
マ
イ
ロ
�
ド
シ
ス
テ
ム
と
は
�

県
で
平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま

�
た�
道
路
里
親
制
度
�の
愛
称

で
�も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
た
�新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の

シ
ス
テ
ム
で
す
�

　
こ
の
制
度
は
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア

活
動
に
意
欲
を
持
つ
企
業
�住
民
�

団
体
の
方
々
に
��
道
の
里
親
�と

し
て
国
道
・
県
道
の
清
掃
や
緑
化

を
お
任
せ
す
る
こ
と
で
�行
政
と

パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
を
形
成
し
�

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
も
の
で
す
�

　
ま
た
�自
分
た
ち
の
利
用
す
る

道
路
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

す
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
で
�美
化
意
識
の
向
上
や
地
域

へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
ま
す
�

　
参
加
者
の
活
動
は
�県
が
設
置

す
る
表
示
板
に
よ
�
て
示
さ
れ
�

表
示
板
が
ド
ラ
イ
バ
�
や
歩
行

者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
�ポ
イ

捨
て
の
抑
止
と
な
り
�散
乱
ご
み

の
減
少
に
も
つ
な
が
り
ま
す
�

　
な
お
�道
路
管
理
者
は
�こ
の

活
動
に
対
し
て
傷
害
・
賠
償
責
任

保
険
に
加
入
し
て
万
一
に
備
え

ま
す
�

　
現
在
�市
全
体
で
は
10
団
体
�

個
人
２
名
の
方
が
積
極
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
�制
度
に
関
心

を
持
た
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
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市
の
給
水
人
口
・
世
帯
数
は
年
々

増
加
し
�平
成
17
年
３
月
末
日
現

在
の
普
及
率
は
64
・
８
％�
簡
易

水
道
含
む
�に
な
�
て
い
ま
す
�

　
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
生
活

は
便
利
に
な
り
�水
を
使
用
す
る

機
会
は
格
段
に
増
え
ま
し
た
�飲

み
水
は
も
ち
ろ
ん
�風
呂
�ト
イ
レ
�

炊
事
や
洗
濯
な
ど
�水
は
私
た
ち

の
生
活
と
は
切
�
て
も
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
す
�水
の
日
や
水

道
週
間
を
契
機
に
�改
め
て
水
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
�
う
�

　　
家
事
へ
の
使
用
水
量
は
今
後

も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
�次
の
よ
う
な
ち
�
�
と
し

た
心
が
け
で
多
く
の
水
が
節
約

で
き
ま
す
�

●
洗
面
や
歯
磨
き
�炊
事
�ま
た

シ
�
ワ
�
を
使
う
と
き
は
こ
ま

め
に
栓
を
締
め
る
�

●
洗
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
を
心
が

け
る
�

●
風
呂
の
残
り
湯
は
�洗
濯
�掃
除
�

植
木
の
水
�ま
き
水
に
使
用
す
る
�

　
川
は
�私
た
ち
の
暮
ら
し
に
う

る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
�

　
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
水
道
の

水
源
は
�そ
の
大
半
が
川
と
な
�

て
い
ま
す
�子
や
孫
の
時
代
ま
で
�

き
れ
い
な
川
を
水
源
に
で
き
る

よ
う
に
み
ん
な
で
守
�
て
い
き

ま
し
�
う
�

●
台
所
で
�
三
角
コ
�
ナ
�
や

生
ご
み
受
け
に
は
�水
切
り
袋
を

つ
け
ま
し
�
う
�

●
天
ぷ
ら
な
ど
に
使
�
た
油
は

�
牛
乳
パ
�
ク
に
紙
や
布
を
入

れ
油
を
し
み
こ
ま
せ
る
�

　
凝
固
剤
で
固
め
る
な
ど
し
て

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
�
う
�

●
洗
濯
で
�
洗
剤
の
入
れ
す
ぎ

に
注
意
し
ま
し
�
う
�入
れ
す
ぎ

る
と
�す
す
ぎ
が
大
変
に
な
り
ま

す
�

８
月
１
日�
水
の
日
�／
８
月
１
日
�
７
日�
水
の
週
間
�

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

 

�
水
�を
見
つ
め
直
そ
う

水
道
課
庶
務
係
　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
６
９

私
た
ち
に
も
で
き
る

汚
れ
を
出
さ
な
い
工
夫

節
水
対
策

私

★
自
分
た
ち
の
手
で

　
　
　
道
路
を
き
れ
い
に

8月は「道路ふれあい月間」

を見直す

8月は「道路ふれあい月間」

を見直す「道」保健医療課国保年金係　鈎0824－73－1158
三次社会保険事務所　　鈎0824－62－3107

保
険
料
は
口
座
振
替
で

�
国
民
年
金
�
�日
本
�
住
�
20
歳
以
上
60
歳
未
満
�
�
�
�
�
人

�
加
入
�
�
制
度
�
�
�
保
険
料
�
納
�
続
�
�
�
�
�
�
老
齢
基

礎
年
金
�
万
�
一
�
場
合
�
障
害
基
礎
年
金
�遺
族
基
礎
年
金
�
受

�
�
�
�
�
�

マ
イ
ロ
�
ド
シ
ス
テ
ム
を

ご
活
用
く
だ
さ
い



　
病
気
や
失
業
な
ど
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
�申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
�

　
保
険
料
免
除
制
度
に
は
�法
定

免
除
と
申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ

り
�そ
れ
ぞ
れ
対
象
が
異
な
り
ま

す
�

●
法
定
免
除

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
や
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人
が
該
当
し

ま
す
�

●
申
請
免
除

　
前
年
の
所
得
が
少
な
い
な
ど
�

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
人
が
該
当
し
ま

す
�さ
ら
に
申
請
免
除
に
は
�保
険

料
の
全
額
を
免
除
す
る�
全
額
免

除
�と
�保
険
料
の
半
額
を
免
除
す

る�
半
額
免
除
�が
あ
り
ま
す
�申

請
免
除
は
ど
な
た
に
で
も
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
�所
得�
収
入
�

が
次
の
基
準
額
を
下
回
る
場
合
に

承
認
さ
れ
ま
す
��
基
準
額
は
家
族

構
成
な
ど
に
よ
�
て
異
な
り
ま
す
�

�
全
額
免
除
���
扶
養
親
族
等
の

数
＋
１
�×
35
万
＋
22
万
円

�
半
額
免
除
��
118
万
円
＋
扶
養
親

族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除

額
等

　
平
成
17
年
７
月
か
ら
の
申
請
免

除
に
つ
い
て
�初
回
申
請
時
に
�次

周
期
以
降
も
免
除
要
件
に
該
当
す

れ
ば
免
除
を
申
請
す
る
旨
を
あ
ら

か
じ
め
申
し
出
て
お
く
こ
と
に
よ

り
�毎
年
度
の
申
請
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
�対
象
は
前

年
所
得
に
基
づ
く
免
除
等
申
請�
全

額
免
除
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
に

限
る
��が
承
認
さ
れ
た
人
が
対
象

で
す
�

　
保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
�他

の
年
代
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な

い
若
年
層�
20
歳
代
�の
方
に
は
�

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度�
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
�が
あ
り
ま
す
�

若
年
者
納
付
猶
予
の
所
得
基
準
は

全
額
免
除
と
同
様
の
基
準
額
で
す

が
�本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み

で
審
査
さ
れ
ま
す
�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険

庁
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
書
に
よ

り
�国
へ
直
接
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
�
て
い
ま
す
�年
金
は

皆
さ
ん
の
保
険
料
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
�納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
�な
お
社
会

保
険
事
務
所
で
は
�国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
�保
険

料
の
未
納
額
が
多
く
な
ら
な
い
よ

う
�催
告
状
や�
国
民
年
金
推
進
員
�

の
戸
別
訪
問
な
ど
で
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
�

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
�口
座
振

替
に
よ
る
保
険
料
納
付
を
促
進
す

る
た
め
��
口
座
振
替
早
収
割
引
制

度
�が
導
入
さ
れ
ま
し
た
�こ
れ
は
�

保
険
料
の
割
引
が
あ
る
一
年
分
・

半
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
納

付
方
法
に
加
え
�月
々
に
口
座
振

替
で
納
付
す
る
場
合
で
あ
�
て
も
�

早
期
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
割

引
さ
れ
る
制
度
で
す
�

★
早
収
割
引�
当
月
末
振
替
�　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
40
円
割
引

★
現
金
払
い
で
１
年
前
納
　
　
　

　
　
　
　
　
２
�８
９
０
円
の
割
引

★
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
　 

　
　
　
　
　
３
�４
２
０
円
の
割
引

　
口
座
振
替
を
活
用
し
て
保
険
料

を
前
納
さ
れ
た
場
合
�二
重
の
割

引
が
受
け
ら
れ
お
得
で
す
�詳
細

に
つ
い
て
は
三
次
社
会
保
険
事
務

所
の
国
民
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
�

20
歳
代
の
方
に
は

納
付
猶
予
制
度
も

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

申
請
を
す
る
こ
と
で

保
険
料
納
付
を
免
除

【国民年金の保険料】

� �� � 広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8

た
ち
が
日
ご
ろ
使
�
て

い
る
道
路
に
は
�色
々
な

機
能
が
あ
り
ま
す
�自
動
車
や
歩

行
者
が
通
行
す
る
ほ
か
�上
下
水

道
管
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
を

収
容
す
る
機
能
�ま
た
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
や
安
ら
ぎ
の
場
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
に
�道
路
は
生
活
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
社
会
資
本

で
す
が
�空
気
の
よ
う
に
身
近
な

存
在
の
た
め
�そ
の
重
要
性
が
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
�

　
誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
�８
月

10
日
の�
道
の
日
�を
契
機
に
�道

に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

　
マ
イ
ロ
�
ド
シ
ス
テ
ム
と
は
�

県
で
平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま

�
た�
道
路
里
親
制
度
�の
愛
称

で
�も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
た
�新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の

シ
ス
テ
ム
で
す
�

　
こ
の
制
度
は
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア

活
動
に
意
欲
を
持
つ
企
業
�住
民
�

団
体
の
方
々
に
��
道
の
里
親
�と

し
て
国
道
・
県
道
の
清
掃
や
緑
化

を
お
任
せ
す
る
こ
と
で
�行
政
と

パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
を
形
成
し
�

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
も
の
で
す
�

　
ま
た
�自
分
た
ち
の
利
用
す
る

道
路
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

す
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
で
�美
化
意
識
の
向
上
や
地
域

へ
の
愛
着
も
生
ま
れ
ま
す
�

　
参
加
者
の
活
動
は
�県
が
設
置

す
る
表
示
板
に
よ
�
て
示
さ
れ
�

表
示
板
が
ド
ラ
イ
バ
�
や
歩
行

者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
�ポ
イ

捨
て
の
抑
止
と
な
り
�散
乱
ご
み

の
減
少
に
も
つ
な
が
り
ま
す
�

　
な
お
�道
路
管
理
者
は
�こ
の

活
動
に
対
し
て
傷
害
・
賠
償
責
任

保
険
に
加
入
し
て
万
一
に
備
え

ま
す
�

　
現
在
�市
全
体
で
は
10
団
体
�

個
人
２
名
の
方
が
積
極
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
�制
度
に
関
心

を
持
た
れ
た
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
�
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市
の
給
水
人
口
・
世
帯
数
は
年
々

増
加
し
�平
成
17
年
３
月
末
日
現

在
の
普
及
率
は
64
・
８
％�
簡
易

水
道
含
む
�に
な
�
て
い
ま
す
�

　
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
生
活

は
便
利
に
な
り
�水
を
使
用
す
る

機
会
は
格
段
に
増
え
ま
し
た
�飲

み
水
は
も
ち
ろ
ん
�風
呂
�ト
イ
レ
�

炊
事
や
洗
濯
な
ど
�水
は
私
た
ち

の
生
活
と
は
切
�
て
も
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
す
�水
の
日
や
水

道
週
間
を
契
機
に
�改
め
て
水
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
�
う
�

　　
家
事
へ
の
使
用
水
量
は
今
後

も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
�次
の
よ
う
な
ち
�
�
と
し

た
心
が
け
で
多
く
の
水
が
節
約

で
き
ま
す
�

●
洗
面
や
歯
磨
き
�炊
事
�ま
た

シ
�
ワ
�
を
使
う
と
き
は
こ
ま

め
に
栓
を
締
め
る
�

●
洗
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
を
心
が

け
る
�

●
風
呂
の
残
り
湯
は
�洗
濯
�掃
除
�

植
木
の
水
�ま
き
水
に
使
用
す
る
�

　
川
は
�私
た
ち
の
暮
ら
し
に
う

る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
�

　
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
水
道
の

水
源
は
�そ
の
大
半
が
川
と
な
�

て
い
ま
す
�子
や
孫
の
時
代
ま
で
�

き
れ
い
な
川
を
水
源
に
で
き
る

よ
う
に
み
ん
な
で
守
�
て
い
き

ま
し
�
う
�

●
台
所
で
�
三
角
コ
�
ナ
�
や

生
ご
み
受
け
に
は
�水
切
り
袋
を

つ
け
ま
し
�
う
�

●
天
ぷ
ら
な
ど
に
使
�
た
油
は

�
牛
乳
パ
�
ク
に
紙
や
布
を
入

れ
油
を
し
み
こ
ま
せ
る
�

　
凝
固
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8月は「道路ふれあい月間」

を見直す

8月は「道路ふれあい月間」

を見直す「道」保健医療課国保年金係　鈎0824－73－1158
三次社会保険事務所　　鈎0824－62－3107
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　庄原の夏を締めくくる一大イベント「庄原よいとこ祭」。25

回目を迎える今回は、新生庄原市で初の開催という記念すべ

き祭りとなります。

　今年も、パレードや花火大会などのメインイベントをはじめ、

各種イベントが盛りだくさん。夏の夜を熱く盛り上げる「よい

とこ祭」にご期待ください！

第25回庄原よいとこ祭

　メインイベントとして、祭を盛り上げるパレ

ード。今年も、2,000人を越える参加者が華麗な

舞いを披露します。誰もが参加できる「フリーよ

いとこ」も予定されているので、見ている人も踊

りたくなったらぜひ参加してください。

　庄原よいとこ祭は、今年25歳になります。人間で言え

ば、親の手を離れしっかり自立したころと言えますが、

多くの皆さんに育てられ、愛されてここまでやってき

ました。特に昨年は、市制50周年と合併直前ということ

で、大いに盛り上がり大成功のうちに終了しました。

　合併により新たな「家族」が増えた新生庄原市では、

よいとこ祭を、本当に市民の皆さんにとって必要なも

のにしていかなければならないと考えています。先輩

方、市民の皆さんには、これまで以上にご理解とご協力

をいただき、また愛情を注いでいただいて、一緒に祭を

盛り上げていきましょう。

■収入の部

企業協賛金……229万円

各戸寄付金……168万円

市補助金………335万円

スポンサー料  … 60万円

その他…………111万円

計………………903万円

■支出の部

事業費…………773万円

広報・宣伝費………3万円

事務局費…………99万円

計………………875万円

■次年度繰越金…28万円

よいとこパレード（スタート地点：市役所本庁舎前）
17時15分～オープニング／17時30分～パレードスタート

よいとこ広場（庄原小学校グラウンド）
13時～　※小雨決行

詳しくは下記へお問い合わせください。

■締め切り
　8月20日（土）

■申し込み・問い合わせ
　庄原よいとこ祭実行委員会

　鈎0824－72－9311

フリーマーケット（個人出店）参加者募集! 　今年で35回目を迎える芸能祭。コーラス

や琴の演奏、舞踊、絵画や花の展覧会など

が開催されます。

■と　き  8月28日（日）／10時30分～16時

■ところ  市民会館

■問い合わせ
　庄原市文化協会　白川牧子さん

　鈎0824－72－4347

　詳細は、市内写真店などにけ掲出するポ

スターをご覧ください。

■問い合わせ
　庄原よいとこ祭実行委員会

　鈎0824－72－9311

第35回芸能祭

よいとこフォトコンテスト
作品募集

第25回庄原よいとこ祭

実行委員長

湯川　圭司さん

【新市での祭りを盛り上げる】【庄原夏まつり花火大会】

　市内各観光協会と観光協会連合会、市で構成する「庄

原市観光キャンペーン実行委員会」では、市民を代表し

て市の宣伝やPRをしていただく庄原市観光アシスタン

ト2名を決定しました。

　お二人には、今後市内で開催されるイベントのアシス

タントや、市内外での観光PRをお手伝いいただきます。

【庄原市観光アシスタントが決定】
【第24回庄原よいとこ祭収支決算報告】

　3,000発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩ります。

なお、当日は交通規制が実施されますので、下記の地図

を参考にしてください。

■と　き　8月28日（日） 19時30分～21時

　　　　　※雨天の場合は29日（月）に順延

■ところ　上野総合公園

■駐車場　中学校臨時駐車場、市役所広場駐車場、石塔

市営駐車場、庄原駅横市営駐車場、ザ・ビッグ庄原店駐

車場（駐車可能時間：19時～22時30分）

■交通規制　19時～22時（地図を参照してください）

■その他　●当日は、市民プールは休止します。　●上野公園の駐車場は利用できません。

25

【みんな集まれ!  楽しいイベントいっぱい】

庄原駅

●バスセンター

●市役所

石塔池市営

至三次

至
西
城

庄原IC

R183 19:00～22:00

庄原中学校

市民プール
打上場所

●

●

●
●

P

P

P

P

P

合同庁舎合同庁舎

上野公園花火大会会場

　「よいとこ広場」は、今年も楽しいイベ

ントがいっぱい!11回目を迎える「大紙相

撲よいとこ場所」では、工夫を凝らした手

づくり力士が熱戦を繰り広げます。また、

世界の珍しいクワガタが当たるビンゴ大

会（小学生以下が対象）、バスにちなんだゲームなど

が楽しめるひまわりバスコーナー、さらにはたくさ

んの出店やフリーマーケットなど、見どころ満載です。

大人も子どもも元気いっぱい!（よいとこパレード）

「みんなが楽しめる祭りにしたい」。実行委員全員が協力し

て準備を進めています

広場には多くの人が集まります 「はっけよーい、のこった!」（昨年の大紙相撲）

一
年
間
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！門田佳子さん 堀江侑未さん

土

日

SAT

SAT

SUN

SUN

※小雨決行
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　お盆休みで帰省された人と一緒に楽しもうと始まった「ヒ

バゴン郷どえりゃあ祭」は、今年で12回目を迎えます。

今回は、新生庄原市で初の祭ということで、「合併記念祭」と位

置付け、庁内の各種団体や事業所、町内会、地域の皆さんの協

力を得ながら、実行委員会を中心に準備が進められています。

　祭りの中では、たくさんの出店や抽選会、また太鼓の演奏や

神楽上演、そしてメインとなる「どえりゃあ囃子パレード」や

花火大会など、西城のまちが大いに盛り上がる一日となります。

ご家族やお友だちとお誘いあわせの上、ぜひおいでください。

第12回ヒバゴン郷「どえりゃあ祭」

　毎年8月に開催される遊夏祭では、さまざまなイベントが開

催されます。祭の前半は、夜店や盆踊り、ステージイベント、さ

らにはお楽しみ抽選会などに多くの人が集まりにぎわいます。

また祭の最後には、真夏の夜空を華麗に彩る約1,500発の花火

が打ち上げられ、フィナーレを飾ります。

■とき　8月13日（土） ※雨天の場合は14日（日）に順延　

■会場　メ　イ　ン　会　場：東城小学校グラウンド

　　　　花火打ち上げ場所：東城中学校グラウンド

　　　　　　　　　　　　東城中央運動公園
　　　　※花火打ち上げ場所は立ち入り禁止です。

■主催　東城遊夏祭実行委員会

■内容　18時～　各種イベントスタート

　　　　21時～21時30分　花火打上

■問い合わせ

　　　　東城遊夏祭実行委員会（東城町商工会内）

　　　　鈎08477－2－0525

遊夏祭（ゆうかさい）

Su
m
me

r Festival Sum
m
erFestivalSummerF

es
tiv
al

西城
地域

■と　き　8月13日（土）

※雨天の場合は、14日（日）に花火のみ開催

■内　容

　第1部（西城小学校グランド）

　12時～ 魚のつかみどり、ソーメン流し

　13時～ どえりゃあ魚のつかみ取り大会

　14時～ 子ども大抽選会

　15時～ バンド演奏

　第2部（茶のみんさい通り夢公園）

　17時～ オープニング、「西城川太鼓」

　　　　　「ブルーハーモニー」の演奏

　18時40分～ 「どえりゃあ囃子パレード」

　　　　　　 スタート

　20時～ 花火

　21時10分～ フィナーレ（神楽、福餅まき）

■問い合わせ

　西城町商工会　鈎0824－82－2904

Su
m
me

r Festival Sum
m
erFestivalSummerF

es
tiv
al

東城
地域

　毎年お盆の時期に開催している

この盆踊り花火大会。会場近くを流

れる比和川沿いには、400mにわたり

700個余りの灯篭が設置され、幻想

的な光で辺りを照らします。

　また、比和町青年連盟による子ど

も向けのゲームや、祭りを締めくく

る約200発の花火などもありますの

でぜひお越しください。

　なお、盆踊りへ仮装して参加すれば、

素敵な景品がもらえるチャンス！（団

体でも可）。

盆踊り花火大会

　高野地域の出身者が帰省される盆に、帰省客と住民が互いに

ふれあい、交流できる場を創ろうと始めたふるさと祭りも、今年

で29回目となりました。

　当日は、高野地域の自治振興区・団体・企業の皆さんの協力に

より、夏の夜の一時を盛り上げます。盆踊りでは、全員で「ヨーホ

イ・ヨーホイ」と声を出しながら、輪になって踊ります。また、昭

和35年につくられた高野民謡や高野音頭に合わせての踊りもあ

ります。お誘いあわせの上、多数ご参加ください。

■と　き　8月14日（日）19時30分～
■ところ　高野スポーツ広場（雨天の場合は、高野小学校屋内体育館）

■内　容　19時30分～　ふるさとカラオケ大会

　　　　　20時45分～　盆踊り・高野民謡・高野音頭

　　　　　21時20分～　YOSAKOIパフォーマンスステージ

　　　　　 22時～　　　餅まき景品交換会

■問い合わせ

　高野ふるさと祭り実行委員会（高野町観光協会・商工会館内）

　鈎0824‐86－2011

第29回高野ふるさと祭り

■と　き　8月15日（月）

　　　　　18時～（雨天中止）

■ところ　比和スポーツ広場

■内　容　18時～　灯篭流し

　　　　　19時～　新仏供養

　　　　　19時30分～　ゲーム

　　　　　20時～　盆踊り

　　　　　21時～　花火大会

■問い合わせ

　比和町商工会　鈎0824－85－2330

Su
m
me

r Festival Sum
m
erFestivalSummerF

es
tiv
al

高野
地域

比和川を彩る700個の灯篭と花火

やぐらをかんこんでの盆踊り

Su
m
me

r Festival Sum
m
erFestivalSummerF

es
tiv
al

比和
地域

威勢のよい西城川太鼓

多くの人が集まる福餅まき

多くの人であふれかえる会場

一昨年は雨天により体育館での開催に

楽しい出店もいっぱい

趣向をこらした衣装や

踊りが見られます
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環境

共に考えよう「ごみの減量化とリサイクル」

行動に移そう省エネルギー対策

みんなポイ捨てを”しない”・”させない”庄原市に

市民と議会

固定資産税のしくみ

住民税のはなし

“いらっしゃいませ”市民生活課の窓口業務

悪徳商法あれこれ

生活交通の確保について

浄化槽市町村整備推進事業について

浄化槽設置整備事業補助金について

公共下水道事業について

農業集落排水事業について

下水道排水設備について

これからの上水道

安全な水づくり

給水装置はあなたの財産です

夢をかたちに　はじめよう地域づくり

ワークショップについて

上野総合公園の整備について

庄原市内の主要な道路整備について

道路の管理について

人権尊重のまちづくりをめざして

男女(とも)に輝く社会づくり

「世界へ発信」庄原市の国際交流

パソコンで情報発信

使ってみよう！イントラネット

分別収集、家電リサイクル、リサイクルプラザ、不法投棄防止、野焼防止など

ちょっとした工夫でできる省エネルギー対策

新庄原市ポイ捨て等防止条例の徹底、周知

議会のしくみと役割について

土地・家屋に対する課税と特例制度について

市民税と県民税について

戸籍、住民関係の諸届や発行、印鑑証明などの説明

消費者を守る法律の紹介、悪徳商法への対処の方法、事例紹介など

生活交通確保策の紹介

事業内容について

概要と申請手続きについて

事業内容、使用料、受益者負担金について

事業内容、使用料について

正しい使い方、排水設備の設置方法について

上水道の利用と整備について

浄水場施設の見学（水ができるまで）

給水装置の維持管理について

自治振興区による地域づくりについて

各ワークショップの取組について

多目的グラウンドを中心とした公園整備について

地域高規格道路「江府三次道路」、中国横断自動車道、農面農道、国道バイパスなどの主要な道路整備について

草刈り、舗装改良、補修などの道路管理制度について

人権啓発の重要性、人権啓発事業の説明

男女共同参画の取り組みについて

市内国際交流団体の紹介

庄原市のホームページについて、ホームページづくり

地域イントラネットの仕組みと活用方法の紹介
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産
　
　
業

土地利用型農業の推進について

農地の保全をつうじての地域づくり

集落農場型農業生産法人について

農業に関する融資助成制度

有害鳥獣から地域を守ろう

農地の貸借・売買・転用について

中小企業融資について

中心市街地活性化事業について

障害者福祉サービスについて

高齢者福祉サービスについて

介護保険制度について

次世代育成支援行動計画「スマイルこどもプラン」について

医療制度について（国保・福祉医療・老人保健）

国民年金制度について

心とからだの健康づくり

栄養と健康

災害に備えて

覚えて安心救急講習

初期消火の必要性

正しい119番通報

農業用ため池の管理について

情報公開制度について

職員給与の概要

庄原市財政のあらまし

庄原市の広報紙づくり

新市誕生

計画行政の推進～みんなで考えよう庄原市の将来展望～

最少経費で最大効果を…市の行政改革

地域の声を行政に

国際友好都市交流

産学官の連携

公共サービス提供の新たな手法

公の施設管理について

庄原市の住宅施策

庄原市の観光について

小学校英語教育活動について

キャリア教育

学校の現状と地域の取り組みについて

庄原市の文化財

遺跡からみた庄原市の歴史

文化財の取り扱いについて

市民ひとり１スポーツ

生涯学習とまちづくり

人権教育の推進について

田園文化センターの利用について

米づくり・転作作物・農地保全について

中山間地域等直接支払制度を活用した地域づくり

集落農場型農業生産法人の設立による農業経営への取り組み

庄原市が行っている農業支援の制度について

有害鳥獣の防除・駆除対策について

農地法などに基づく申請手続きについて

貸付制度の概要、申込手続きについて

事業の概要、申請手続きについて

障害者サービスの内容と利用方法などについて

高齢者サービスの内容と利用方法などについて

介護保険制度の概要などについて

乳幼児から高齢者までの医療制度の概要について

制度の概要について

生活習慣病の予防など健康づくりを紹介

生活習慣病予防のための食生活

自然災害への備え、自主防災組織について

応急手当の知識

いざという時の初期消火

119番通報の仕組みと正しい通報の仕方

ため池の機能保持と災害の未然防止に係る管理について

情報公開制度の利用方法について

庄原市職員の給与実態の概要を国と比較しながら説明

予算の概要、決算の状況など

市の広報紙づくりについて、子ども新聞づくり

１市６町合併の概要～その後

長期総合計画・過疎地域自立促進計画・辺地総合整備計画策定について

行政経営改革大綱・実施計画・定員管理計画について

地域審議会について

中国四川省綿陽市との交流

県立広島大学研究開発助成事業を中心として

庄原市総合サービス株式会社など

指定管理者制度の活用について

市営住宅の整備計画、入居資格などについて

市内観光地の紹介

小学校における英語活動の推進について

特色ある学校づくりにむけて

市内小学校、中学校の現状と地域の取り組みについて

文化財を活かしたまちづくりに向けて

発掘調査でわかった庄原の古代史を紹介

開発行為時の文化財協議と手順の説明

体育施設の紹介、社会体育行事について

生涯学習の意義、必要性、学習情報

人権を尊重したまちづくりの推進について

図書館・歴史民俗資料館・倉田百三文学館の利用について

福
祉
・
健
康

防
災
・
安
全

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
�
ツ

市
　
　
　
政

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

子育て支援や、母子保健事業など子どもを育てやすい環境づくりについて

平成17年度　出前トークメニュー



西城子育て支援センター
（西城保育所内）
■利用時間：8時30～17時15分（月～金）

庄原市西城町大佐753－2

鈎0824－82－3003

口和子育て支援センター
（保健センタ－内）
■利用時間：9時～16時（月～金）

庄原市口和町永田415－4

鈎0824－89－7070

東城子育て支援センター
（小奴可保育所内）
■利用時間：7時30分～18時（月～金）

　　       7時30分～17時（土）

庄原市東城町小奴可1596－4

鈎08477－5－0031

� �� � 広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8

子育て支援センターをご利用ください

応援します!
あなたの子育て

高野子育て支援センター
（新市保育所内）
■利用時間：7時25分～18時40分（月～金）

　　       7時25分～12時30分（土）

庄原市高野町新市1091－1

鈎0824－86－2256

総領子育て支援センター
（健康福祉センタ－内）
■利用時間：8時30～17時（月～金）
＊来られる際は事前にご連絡ください

庄原市総領町下領家71

鈎0824－88－3110

庄原地域子育て支援センター
（庄原駅舎内）
■利用時間：9時～16時（月～金）

庄原市中本町二丁目13－1

鈎0824－75－0222

庄原地域

比和子育て支援センター
（比和保育所内）
■利用時間：8時～17時（月～金）

庄原市比和町比和535－1

鈎0824－85－2608

　市内各地域には、子育て家庭をはじめ、地域の皆さんが気軽に集って

交流ができる場である「子育て支援センター」があります。担当の職員

が常駐し、子どもさんを遊ばせながら相談に応じることも出来ます。

　「子育て情報を知りたい」、「子どもも親も友だちをつくりたい」、「楽

しく遊べるところを探している」、「子育てで困っていることがある」、

そんな時はまず子育て支援センターへお越しください。場所や利用時

間は次のとおりです。

至備後三日市 至高

至三次

至西城

〒

庄原市役所

至庄原インター

広島県備北
地域事務所

庄原バスセンター

JR備後庄原駅

基幹子育て支援センター
市役所別館２号

口和子育て支援センター

庄原地域子育て
支援センター

口和地域東城地域西城地域

総領地域比和地域高野地域

〒

至三次

至庄原

至高野

GS

JA庄原
口和支店

商工会

永田交差点

（福祉村）

拡大図

ケアハウス 特別養護老人ホーム

老人福祉
センター

歯科診療所

ハ
�
ト
ウ
イ
ン
グ

庄原市役所
西城支所

備後西城駅備後西城駅

至比和町

至庄原

西城子育て支援センター
（西城保育所）

市場橋

JA庄原小奴
可支店

小奴可研
修センター

至西城町

東城子育て支援センター
（小奴可保育所）

成羽川

至八幡～
東城市街
至八幡～
東城市街

総領中学校

総領保育所

至府中市

総領小学校

至三次市

至三次市

至庄原市街

国道
432

国道
314

県道
231

国道
183

総領子育て支援センター
（健康福祉センター）

至西城

あけぼの荘

至庄原

至高野

〒

庄原市役所
比和出張所

比和
文化会館

国道
432

県道
58

比和地域子育て
支援センター
（比和保育所）

至庄原

至松江

至三次

高野町
商工会館

庄原市役所
高野支店

庄原市高野
福祉保健
センター

〒
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　10月１日、日本に住んでいるすべての人を対象

として、全国一斉に国勢調査が行われます。

あなたの調査票には、
日本の大切な未来がつまっています
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庄原市の人口の推移

県道
39
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432

高野子育て
支援センター
（新市保育所）

子育て支援センター
（保健センター）



西城子育て支援センター
（西城保育所内）
■利用時間：8時30～17時15分（月～金）

庄原市西城町大佐753－2

鈎0824－82－3003

口和子育て支援センター
（保健センタ－内）
■利用時間：9時～16時（月～金）

庄原市口和町永田415－4

鈎0824－89－7070

東城子育て支援センター
（小奴可保育所内）
■利用時間：7時30分～18時（月～金）

　　       7時30分～17時（土）

庄原市東城町小奴可1596－4

鈎08477－5－0031

� �� � 広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8

子育て支援センターをご利用ください

応援します!
あなたの子育て

高野子育て支援センター
（新市保育所内）
■利用時間：7時25分～18時40分（月～金）

　　       7時25分～12時30分（土）

庄原市高野町新市1091－1

鈎0824－86－2256

総領子育て支援センター
（健康福祉センタ－内）
■利用時間：8時30～17時（月～金）
＊来られる際は事前にご連絡ください

庄原市総領町下領家71

鈎0824－88－3110

庄原地域子育て支援センター
（庄原駅舎内）
■利用時間：9時～16時（月～金）

庄原市中本町二丁目13－1

鈎0824－75－0222

庄原地域

比和子育て支援センター
（比和保育所内）
■利用時間：8時～17時（月～金）

庄原市比和町比和535－1

鈎0824－85－2608

　市内各地域には、子育て家庭をはじめ、地域の皆さんが気軽に集って

交流ができる場である「子育て支援センター」があります。担当の職員

が常駐し、子どもさんを遊ばせながら相談に応じることも出来ます。

　「子育て情報を知りたい」、「子どもも親も友だちをつくりたい」、「楽

しく遊べるところを探している」、「子育てで困っていることがある」、

そんな時はまず子育て支援センターへお越しください。場所や利用時

間は次のとおりです。

至備後三日市 至高

至三次

至西城

〒

庄原市役所

至庄原インター

広島県備北
地域事務所

庄原バスセンター

JR備後庄原駅

基幹子育て支援センター
市役所別館２号

口和子育て支援センター

庄原地域子育て
支援センター

口和地域東城地域西城地域

総領地域比和地域高野地域

〒

至三次

至庄原

至高野

GS

JA庄原
口和支店

商工会

永田交差点

（福祉村）

拡大図

ケアハウス 特別養護老人ホーム

老人福祉
センター

歯科診療所

ハ
�
ト
ウ
イ
ン
グ

庄原市役所
西城支所

備後西城駅備後西城駅

至比和町

至庄原

西城子育て支援センター
（西城保育所）

市場橋

JA庄原小奴
可支店

小奴可研
修センター

至西城町

東城子育て支援センター
（小奴可保育所）

成羽川

至八幡～
東城市街
至八幡～
東城市街

総領中学校

総領保育所

至府中市

総領小学校

至三次市

至三次市

至庄原市街

国道
432

国道
314

県道
231

国道
183

総領子育て支援センター
（健康福祉センター）

至西城

あけぼの荘

至庄原

至高野

〒

庄原市役所
比和出張所

比和
文化会館

国道
432

県道
58

比和地域子育て
支援センター
（比和保育所）

至庄原

至松江

至三次

高野町
商工会館

庄原市役所
高野支店

庄原市高野
福祉保健
センター

〒

　
市
で
は
�障
害
児
な
ど
が
�放

課
後
や
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

業
中
に
活
動
す
る
場
を
設
け
る

と
と
も
に
�
障
害
児
を
持
つ
親

の
就
労
を
支
援
し
�
さ
ら
に
は

障
害
児
を
日
常
的
に
ケ
ア
し
て

い
る
家
族
の
一
時
的
な
休
息
を

確
保
す
る
た
め
�
こ
の
夏
休
み

か
ら�
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
�

を
実
施
し
て
い
ま
す
�

●
事
業
内
容

　
市
と
委
託
契
約
し
た
デ
イ
サ

�
ビ
ス
事
業
所
で
障
害
児
な
ど

を
預
か
る
と
と
も
に
�
社
会
に

適
応
す
る
日
常
的
な
訓
練
を
行

い
ま
す
�

●
対
象
者
　

　
庄
原
市
に
住
所
を
有
し
�
日

中
に
お
い
て
介
護
す
る
者
が
い

な
い
障
害
児
な
ど

●
実
施
場
所

　
ユ
ニ
バ
�
サ
ル
ケ
ア
美
湯�
宮

内
町
�

●
利
用
料

　
利
用
時
間
�サ
�
ビ
ス
内
容
に

よ
り
保
護
者
負
担
が
あ
り
ま
す
�

●
申
請
手
続
き

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
�
学
生
で
あ
る
こ
と
の
証

明
書
類
�
利
用
し
よ
う
と
す
る

児
童
な
ど
が
高
校
生
の
場
合
の

み
�
�
勤
務
証
明
�
働
い
て
い
る

場
合
の
み
�
な
ど
の
必
要
書
類

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
�

　
な
お
�
申
請
の
際
に
は
印
鑑

が
必
要
で
す
�

　
申
請
書
は
�
社
会
福
祉
課
生

活
福
祉
係
ま
た
は
各
支
所
保
健

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
係
　
　

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
６
６

西
城
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
２
０
２

東
城
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
１
３
１

口
和
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
４

高
野
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
１
１
４

比
和
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
３
０
０
２

総
領
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
８
�
３
１
１
０

　

障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

障
害
�
持
�
子
�
�
�
�
�
親
�
�
�
�
�

　
調
査
は
ま
ず
�９
月
下
旬
に
総

務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
国
勢
調

査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
�

世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
お
配
り

し
ま
す
�調
査
票
が
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
�同
時
に
お
配
り
す

る
�
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
�

を
よ
く
読
ん
で
�普
段
住
ん
で
い

る
人
の
10
月
１
日
現
在
の
状
況

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
�

　
普
段
住
ん
で
い
る
人
と
は
10

月
１
日
現
在
で
す
で
に
３
か
月

以
住
ん
で
い
る
人
�又
は
10
月
１

日
の
前
後
を
通
じ
て
３
か
月
以

上
住
む
こ
と
に
な
�
て
い
る
人
で
�

赤
ち
�
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

す
べ
て
の
人
が
含
ま
れ
ま
す
�も

ち
ろ
ん
外
国
人
の
方
や
�親
元
を

離
れ
て
生
活
す
る
学
生
の
皆
さ

ん
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�

　
調
査
票
は
�
マ
�
ク
・
数
字
記

入
方
式
�に
な
�
て
い
ま
す
の
で
�

黒
鉛
筆
を
使
�
て
該
当
す
る
項

目
の
下
に
付
け
ら
れ
た
丸
印
を

塗
り
つ
ぶ
し
た
り
�数
字
を
記
入

し
た
り
し
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
�

　
記
入
の
済
み
ま
し
た
調
査
票

は
10
月
上
旬
に
国
勢
調
査
員
が

受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
�不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
�調
査
員
に

遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
�

　
国
勢
調
査
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
５
９

　

　10月１日、日本に住んでいるすべての人を対象

として、全国一斉に国勢調査が行われます。

あなたの調査票には、
日本の大切な未来がつまっています

25,391 48,673 7,098

12,846 39,073 8,153

8,247

33,917 9,898

30,033 12,332

9,694

5,768 24,680 15,230

（年）

昭和35年

昭和45年

昭和55年

平成２年

平成12年

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 （人）

０～14歳 15～64歳 65歳以上
庄原市の人口の推移

県道
39

国道
432

高野子育て
支援センター
（新市保育所）

子育て支援センター
（保健センター）



広島県大型観光
キャンペーン実施中

観光で地域を活性化

商工観光課観光交流係　鈎0824－73－1178

原
市
に
は
�
年
間
２
０
０

万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
�最
近
で
は
観
光
の

形
態
も
変
わ
り
�そ
の
土
地
な
ら

で
は
の
体
験
を
し
た
り
�地
元
の

人
達
の
き
さ
く
な
人
柄
に
ふ
れ
た

い
と
思
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
�

　
野
菜
の
収
穫
体
験
や
�そ
ば
打
ち
�

も
の
づ
く
り
体
験
�農
家
へ
の
民
泊
�

農
家
の
人
々
と
の
交
流
と
い
�
た
�

ふ
る
里
を
感
じ
さ
せ
る
癒
し
の
体

験
な
ど
観
光
の
す
そ
野
は
広
が
り
�

全
国
的
に
観
光
客
誘
致
競
争
も
活

発
に
な
�
て
き
ま
し
た
�

　
そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
��
お
も
て
な
し
�で
す
�も

て
な
し
の
心
は
�何
気
な
い
あ
い

さ
つ
や
�さ
り
げ
な
い
会
話
な
ど
�

た
�
た
一
人
で
も
�そ
し
て
今
日

か
ら
で
も
出
来
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
�来
訪
者
へ
の
ち
�
�
と
し
た

心
く
ば
り
こ
そ
��
も
て
な
し
の
心
�

の
原
点
で
あ
り
�そ
れ
が
そ
の
地

域
に
暮
ら
す
人
々
の
魅
力
に
感
じ

ら
れ
�ま
た
訪
れ
た
い
と
思
う
ま

ち
へ
と
繋
が
り
ま
す
�

　
市
で
は
今
年
度
�観
光
業
界
で

の
先
駆
者
を
講
師
に
招
き
��
お
も

て
な
し
の
実
践
と
そ
の
効
果
�に

つ
い
て
の
研
修
会
や
�観
光
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド
の
活
動
支
援
も

予
定
し
て
い
ま
す
�お
も
て
な
し

を
意
識
す
る
こ
と
は
�地
域
を
ぬ

く
も
り
あ
る
も
の
へ
と
変
え
て
い

き
ま
す
�身
近
な
こ
と
か
ら
少
し

ず
つ
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
�

　
ま
た
�先
月
号
に
つ
づ
き
�市
内

で
の�
お
も
て
な
し
�の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
�

●
お
も
て
な
し
講
演
会

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
講

演
会
で
す
�私
た
ち
の
住
む
ふ
る

さ
と
庄
原
の
魅
力
を
�一
緒
に
高

め
て
い
き
ま
せ
ん
か
�

と
　
き
　
９
月
29
日�
木
�

　
　
　
　
15
時
30
分
�

と
こ
ろ
　
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原

内
　
容

観
光
地
の
魅
力
を
高
め
る

お
も
て
な
し
の
実
践
と
そ
の
効
果

講
　
師

サ
�
ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　

　
福
島
規
子
さ
ん

※
詳
細
に
つ
い
て
は
�広
報
し
�

う
ば
ら
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
�

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
７
８

　

庄 人
と
人
と
の
交
流
や
お
も
て
な
し
が
観
光
地
の
魅
力
に

　
上
野
池
の
湖
畔
に
�木
造
の

門
や
塀
�庭
を
も
つ
趣
あ
る
建

物
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
�

う
か
�こ
れ
は
�庄
原
市
が
生
ん

だ
文
豪
で
あ
る
倉
田
百
三
ゆ
か

り
の
地
を
活
用
し
た
無
料
休
憩

所�
紫
水
寮
�で
す
�

　
そ
の
紫
水
寮
で
は
�毎
週
日
曜

日
に
庄
原
紫
水
会
の
皆
さ
ん
が
�

園
内
を
散
策
さ
れ
る
方
を
休
憩

所
へ
招
き
�く
ま
笹
茶
を
振
る
舞

い
な
が
ら
上
野
公
園
や
倉
田
百

三
に
つ
い
て
説
明
し
�観
光
客
の

皆
さ
ん
は
紫
水
会
の
会
員
と
の

語
ら
い
や
交
流
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
�

　
上
野
公
園
に
は
�桜
の
季
節
を

は
じ
め
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
が
�こ
の
お
も
て
な
し
の
活

動
は
観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
�

　
紫
水
会
は
��
上
野
公
園
大
好
き
�

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
会
員
15

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
�一
緒

に
活
動
す
る
会
員
を
募
集
中
で

す
の
で
�興
味
の
あ
る
方
は
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

庄
原
紫
水
会
　
定
光
大
燈
さ
ん

鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
７
４
２

く
ま
笹
茶
で
の
お
も
て
な
し

�
庄
原
紫
水
会
の
皆
さ
ん
�

庄原
地域

� �� � 広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8

新体制でスタート
庄原市農業委員会

農業委員会事務局農地係   鈎0824－73－1133

　任期満了に伴い、庄原市農業委員会委員の

一般選挙（7月10日執行：無投票）が行われ、

市内の6選挙区から、35人の農業委員が選出

されました。

　7月20日（水）には、改選後初の総会が開催

され、市長から選任を受けた9人と併せて、

44人による農業委員会がスタートしました。

　ここでは、農業委員の皆さんを紹介します。

（敬称略）

（役員）

会　　　長

農地部会長

農政部会長

中谷憲登

横谷康幸

栁生茂登

会　長　代　理

農地部会長代理

農政部会長代理

堂本　悟

小林　孝

山岡善照

議席
番号 氏　名 備　考住　所

議席
番号 氏　名 備　考住　所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

倉石　　幟

中谷　憲登

加胡川一雄

宮脇　勝博

田邊　成德

増田　省三

戸井　章矩

伊藤　安登

島津　孝廣

世良　昭宣

加藤　政利

沖田　　至

塩谷　良三

友永　輝明

倉本　壽憲

原田　武次

土井　　操

妹尾　　實

佐々木　聖

横山　　理

堂本　　悟

岡﨑　　盛

川北町

高茂町

七塚町

川手町

峰田町

上谷町

小用町

尾引町

門田町

川北町

永末町

一木町

掛田町

宮内町

川西町

板橋町

総領町木屋

総領町稲草

総領町亀谷

西城町入江

西城町油木

西城町熊野

選任

公選

公選

選任

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

選任

選任

公選

公選

選任

公選

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

田澤　信雄

宮崎　　譲

田邊　　勝

栁生　茂登

小林　　孝

妹尾　義顯

赤木　逸眞

川本　輝磨

久岡　君夫

池田　一伸

田森　光洋

定本　美憲

山岡　善照

三上　賴德

道下　和子

長瀬　裕浩

横谷　康幸

島津　秀樹

向田　純子

松島　　博

田中　友枝

三上　静馬

西城町入江

西城町高尾

東城町田黒

東城町小奴可

東城町川鳥

東城町塩原

東城町川西

東城町戸宇

東城町新免

東城町帝釈山中

東城町粟田

口和町向泉

口和町向泉

口和町永田

口和町金田

高野町南

高野町下門田

高野町中門田

高野町和南原

比和町森脇

比和町木屋原

比和町古頃

公選

公選

選任

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

選任

公選

公選

公選

選任

公選

選任

公選

（任期：平成17年7月20日～平成20年7月19日）

Vol.2

浴衣でのおもてなしも入口には手づくりの看板

冬にはこたつを囲んで語らい
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原
市
に
は
�
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新体制でスタート
庄原市農業委員会

農業委員会事務局農地係   鈎0824－73－1133

　任期満了に伴い、庄原市農業委員会委員の

一般選挙（7月10日執行：無投票）が行われ、

市内の6選挙区から、35人の農業委員が選出

されました。

　7月20日（水）には、改選後初の総会が開催

され、市長から選任を受けた9人と併せて、

44人による農業委員会がスタートしました。

　ここでは、農業委員の皆さんを紹介します。

（敬称略）

（役員）

会　　　長

農地部会長

農政部会長

中谷憲登

横谷康幸

栁生茂登

会　長　代　理

農地部会長代理

農政部会長代理

堂本　悟

小林　孝

山岡善照

議席
番号 氏　名 備　考住　所

議席
番号 氏　名 備　考住　所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

倉石　　幟

中谷　憲登

加胡川一雄

宮脇　勝博

田邊　成德

増田　省三

戸井　章矩

伊藤　安登

島津　孝廣

世良　昭宣

加藤　政利

沖田　　至

塩谷　良三

友永　輝明

倉本　壽憲

原田　武次

土井　　操

妹尾　　實

佐々木　聖

横山　　理

堂本　　悟

岡﨑　　盛

川北町

高茂町

七塚町

川手町

峰田町

上谷町

小用町

尾引町

門田町

川北町

永末町

一木町

掛田町

宮内町

川西町

板橋町

総領町木屋

総領町稲草

総領町亀谷

西城町入江

西城町油木

西城町熊野

選任

公選

公選

選任

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

選任

選任

公選

公選

選任

公選

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

田澤　信雄

宮崎　　譲

田邊　　勝

栁生　茂登

小林　　孝

妹尾　義顯

赤木　逸眞

川本　輝磨

久岡　君夫

池田　一伸

田森　光洋

定本　美憲

山岡　善照

三上　賴德

道下　和子

長瀬　裕浩

横谷　康幸

島津　秀樹

向田　純子

松島　　博

田中　友枝

三上　静馬

西城町入江

西城町高尾

東城町田黒

東城町小奴可

東城町川鳥

東城町塩原

東城町川西

東城町戸宇

東城町新免

東城町帝釈山中

東城町粟田

口和町向泉

口和町向泉

口和町永田

口和町金田

高野町南

高野町下門田

高野町中門田

高野町和南原

比和町森脇

比和町木屋原

比和町古頃

公選

公選

選任

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

公選

選任

公選

公選

公選

選任

公選

選任

公選

（任期：平成17年7月20日～平成20年7月19日）
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一人ひとりができること

庄原市赤十字奉仕団が結成

　7月7日（木）、ふれあいセンターで「庄原市赤十字奉仕団」の結成式が行われ、

団員や関係者などおよそ70人が出席しました。この奉仕団は、赤十字の理念で

ある人道・博愛の精神のもと、災害時のボ

ランティア活動をはじめとした各種奉仕

事業を行うもので、市内の男女約500人が所属。結成式では、委員長の寺

岡隆行さん（宮内町）から、「赤十字の理念を胸に、できることを団結・協

力してやっていきたい」とあいさつがありました。

　また、併せて開かれた講演会では、日本赤十字社広島県支部の脇谷孔

一さんから、災害ボランティアへの取り組み方や地震の体験談などが話

され、会場の参加者は真剣に聞き入っていました。

浴衣で楽しむ七夕祭り

紅梅通り七夕まつり

　7月7日（木）から9日（土）までの3日間、

中本町の紅梅通りで「紅梅通り七夕まつ

り」が開催され、のべ1,000人もの多くの

人が訪れました。にぎわいづくりの活動をしているワークショップの

メンバーを中心に開催されたこの七夕祭りは、今年で2回目。今回も、昔

の町並みの風情を残す紅梅通りが笹飾りで飾り付けられ、さらには手

づくりの竹の灯篭が幻想的に照らし出し、浴衣姿の多くの人が訪れま

した。また9日には、金魚すくいやヨーヨー釣りなどの夜店、県立広島大

学の学生によるコンサートや格致高校生徒によるFM放送局、さらには

協賛店のサービスなど、訪れた人は盛りだくさんのイベントを楽しんでいました。
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経験を
生かして社会参加

奉仕団の団旗を受け取る寺岡委員長（写真右）

金魚はたくさんすくえたかな

ボランティア活動などについて話された脇谷さん

紅梅通りには浴衣姿の人がたくさん
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一人ひとりができること

庄原市赤十字奉仕団が結成

　7月7日（木）、ふれあいセンターで「庄原市赤十字奉仕団」の結成式が行われ、

団員や関係者などおよそ70人が出席しました。この奉仕団は、赤十字の理念で

ある人道・博愛の精神のもと、災害時のボ

ランティア活動をはじめとした各種奉仕

事業を行うもので、市内の男女約500人が所属。結成式では、委員長の寺

岡隆行さん（宮内町）から、「赤十字の理念を胸に、できることを団結・協

力してやっていきたい」とあいさつがありました。

　また、併せて開かれた講演会では、日本赤十字社広島県支部の脇谷孔

一さんから、災害ボランティアへの取り組み方や地震の体験談などが話

され、会場の参加者は真剣に聞き入っていました。

浴衣で楽しむ七夕祭り

紅梅通り七夕まつり

　7月7日（木）から9日（土）までの3日間、

中本町の紅梅通りで「紅梅通り七夕まつ

り」が開催され、のべ1,000人もの多くの

人が訪れました。にぎわいづくりの活動をしているワークショップの

メンバーを中心に開催されたこの七夕祭りは、今年で2回目。今回も、昔

の町並みの風情を残す紅梅通りが笹飾りで飾り付けられ、さらには手

づくりの竹の灯篭が幻想的に照らし出し、浴衣姿の多くの人が訪れま

した。また9日には、金魚すくいやヨーヨー釣りなどの夜店、県立広島大

学の学生によるコンサートや格致高校生徒によるFM放送局、さらには

協賛店のサービスなど、訪れた人は盛りだくさんのイベントを楽しんでいました。
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口和
地域

さあ料理をはじめよう
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東城
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西城
地域

まちづくりの「大学生」

まちづくり大学が開校

　7月5日（火）から7日（木）までの3日間、東城町

内の各保育所で「防火七夕会」が行われました。

　この「防火七夕会」は、子どもたちの防火意識

を育てる目的で毎年開催されており、7月7日の

七夕の日には、東城消防署署員が東城保育所を訪れました。

 子どもたちは、「火遊びはしません」「友達を大切にします」など防火の誓いを

合唱し、消防署員のバルーンクラフト・保育所の先生と署員による七夕の劇を

見た後、さまざまな願い事を書いた短冊を笹の葉に結びつけ、保育所に飾り付けました。

　この季節、花火などで火を使う機会が多くなります。火の管理や後始末をきちんとするように心がけ、楽

しい夏を送りましょう。

　西城町内の50歳以上の方を対象に、まちづくりについて意見を交わ

したり、さまざまな教養を身につけたりすることで生きがいづくりを

していく「まちづくり大学わくわくクラブ」は9年目を迎えますが、今

年度から公民館主催事業として新たに開校しました。

　本年度の受講生は103人で、中には第１期から連続で9回の受講とな

る方もおられ、皆さんの学習意欲の高さが伺えます。

　講座の内容は、健康や生活安全などの講座や、体を動かしての健康体操やレクリエーションなどで、４回の講

座を計画しており、すべて受講した後に卒業となります。

　7月15日（金）の第１回講座では、前西城町教育委員会教育長の古川由紀さんによる、講座「手風琴（アコーデオ

ン）人生」と、グランドゴルフを行い、参加した受講生の皆さんは有意義な時間を過ごしました。

　口和町の保健センターでは、6月に4回シリーズで、地域にすむ男性を対象とし

た「男の料理教室」が開催されました。

　参加されたのは17人で、「２人暮らしでいつも料理は頼りきりだから」、「腕

を磨いて店を開きたい」などの意気込みを話されるなど、気合は十分。第１

回のメニューである「鯖のみそ煮」から、第４回の「鰹のたたき」までの計4回、

包丁さばきや味つけ、煮炊きなどの調理に挑戦しました。最初は慣れない作

業に時間がかかる場面もありましたが、この教室を通して、包丁さばきなど

も上達され、中には、「自宅に帰って復習しました」との声も聞かれました。

　当初は６月限定の教室でしたが、参加者の要望により、現在も月１回の開

催を継続しています。

防火意識を育てよう

保育所で防火七夕会

男の料理教室を開催
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完成前の最後の見学会
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比和
地域

地元の米でちまきづくりに挑戦

灰塚ダム

ちまきづくり体験学習会
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高野
地域

　英語指導助手として3年間指導にあたられたニュージーランド出

身のキム・ボイドさんが帰国されました。

　キムさんは、保育所、小・中学校、高等学校で子どもたちに英語を教

え、英語が話せる高野っ子の育成に尽力されました。また、明るく気

さくな性格から多くの高野町民とふれあい、英会話教室、茶道、雪合

戦などでも活躍。特に、ふるさとＣＭ大賞では２年連続して出演し、

流暢な高野弁を使った演技で、大賞受賞の原動力となりました。

　７月は連日お別れ会が開催され、「親切にしてくださった高野町の皆さんのおかげで、とても楽しく素敵な３年間

となりました。美しい高野町と皆さんの温かい心を決して忘れません。本当にありがとうございました。一旦帰国し

ますが、秋から広島市内で英語指導を続けるので、また遊びに来ます」と別れのあいさつをされました。

　総領地域、三次市吉舎町、三良坂町にまたがって建設中の灰塚ダムで、7

月16日（土）・17日（日）の2日間、ダム本体の見学会が開催さ

れました。

　7月末からは試験湛水が行われており、今回が最後となっ

たダムの見学会には、関係者ら280人が参加。説明員の案内

で集落跡などを訪れ、「もう昔の家の場所がわからんような

ね」と変わりゆく景色に時の経過を感じ、川遊びをした当時

の記憶を振り返り、思い出を語り合う姿も見られました。

　三次・庄原圏域の水がめとなる灰塚ダムは、平成18年度の

完成に向けて、最後の工事が進められています。

3年間ありがとう!

英語指導助手のキムさんが帰国

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

参加者全員で味わいました

ダムについて説明を受けながら見学する参加者

高野中学校での最後の授業の後、生徒たちと記念の一枚
古川さんの演奏に聞き入る受講生の皆さん

マスコットのとんびくんと一緒に記念撮影

自分でつくった料理のお味は？

出来上がった料理をお皿に盛り付け

消防署の署員から防火についての

話を聞く子どもたち

　比和町越原には、七十二候のひとつ半夏生にあわせ、半夏までに無事田植え

や農作物の植え付けができたことに感謝して「ちまき」を作る風習があります。

7月2日（土）には、ふれあいの里越原で、「越原

みこと会」の皆さんが「ちまきづくり体験学

習会」を開催されました。市内外から集まった40人余りの参加者は、慣れな

い「ちまき」作りに悪戦苦闘。石臼で挽いた米粉の団子を取れたてのクマ笹

で包み、ヒモのかわりのユガラでしばり、蒸しあげました。手づくりのちま

きを口にした参加者からは、「越原でとれた米に、ほんのりと笹の香りがし

ておいしい」と驚きの声が聞かれました。

　越原みこと会は、2カ月に１回程度、中国山地やまなみ大学の講座を開催

されるほか、森脇地域自治振興区内でも活動されています。

慣れない作業に悪戦苦闘
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ま
す
�

と
き
　
８
月
９
日�
火
�・
９
月
20

日�
火
�　

受
付
時
間

13
時
30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
�

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
１
�
３
３
４
３
�

　
備
北
地
域
保
健
所
が
開
催
す

る
相
談
で
す
�ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
か
ら

の
相
談
に
専
門
医
や
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
�秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
�安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
�

と
き
　
９
月
１
日�
木
�

13
時
30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

申
し
込
み
　
事
前
に
左
記
ま
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
２
�

FAX
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
９
０

　
暮
ら
し
の
中
の
�買
い
物
や
契

約
と
い
�
た
消
費
生
活
に
つ
い

て
の
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
�消

費
生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
�

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
�

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
�相

談
は
無
料
で
事
前
に
申
し
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
�

相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
�
祝
日
�

12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
を
除
く
�

※
水
曜
日
以
外
は
�市
民
生
活
課

生
活
安
全
係
の
職
員
が
対
応
し

ま
す
�

９
時
�
12
時
�13
時
�
16
時

と
こ
ろ
　
市
民
生
活
課
生
活
安
全

係
内
　
消
費
生
活
相
談
コ
�
ナ
�

問
い
合
わ
せ
　
消
費
生
活
相
談

コ
�
ナ
�

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
２
２
８

�
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
�

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
５
４

　と
き 

８
月
９
日
�
火
�・
９
月
13

日�
火
�

10
時
�
12
時
・
13
時
�
15
時

と
こ
ろ
　
西
本
町
　
長
岡
本
社

ビ
ル
３
階

内
容
　
年
金
を
中
心
と
し
た
社

会
保
険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
�

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
０
８
２
４
�
６
２
�
３
１
０
７

　
ア
ル
コ
�
ル
に
関
す
る
こ
と
で

お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
�精
神
科
医
な
ど
が
相
談
を
受

け
ま
す
�秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
�安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

と
き
　
８
月
23
日�
火
�

　
　
　
13
時
30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課
　
　

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
３
�

　
固
定
資
産
税
は
�毎
年
１
月
１

日
現
在
に
固
定
資
産�
土
地
�家
屋
�

償
却
資
産
�を
所
有
し
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
�

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
�台

風
な
ど
の
災
害
に
よ
り
家
屋
が

滅
失
し
た
場
合
は
��
家
屋
異
動

申
告
書
�
の
提
出
が
必
要
で
す
�

提
出
さ
れ
た
申
告
書
に
基
づ
き
�

現
地
確
認
を
行
い
ま
す
�滅
失
し

た
家
屋
の
固
定
資
産
は
�翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
�

　
ま
た
�
家
屋
を
新
築
・
増
築
し

た
場
合
や
�家
屋
の
用
途
を
住
宅

か
ら
店
舗
�ま
た
は
店
舗
か
ら
住

宅
な
ど
に
変
更
さ
れ
た
場
合
は
�

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
�

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
４
４

募
集
作
品
　
未
発
表
の
自
作
絵

手
紙�
は
が
き
大
�１
人
１
点

画
題
　
自
由

対
象
　
庄
原
市
内
在
住�
ま
た
は

勤
務
�の
小
学
生
以
上
の
人

募
集
期
間
　
８
月
10
日
�
９
月

25
日
　
※
９
月
25
日�
日
�必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
�
０
０
２
１

庄
原
市
三
日
市
町
１
５
９
�
１�
白

川
牧
子
方
�

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局
　
　

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
４
３
４
７

〒
７
２
７
�
０
０
１
２

庄
原
市
中
本
町
二
丁
目
５
番
６
号

庄
原
市
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
７
９

応
募
要
領
　
作
品
の
裏
面
に
�住

所
・
氏
名�
ふ
り
が
な
�・
年
齢�
児

童
�学
生
は
校
名
・
学
年
�・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
応
募
く
だ
さ
い
�

そ
の
他

●
入
賞
作
品
�応
募
作
品
は
10
月

８
日
�
11
日
に
市
民
ギ
�
ラ
リ

�
ア
�
ト
多
愛
夢
で
展
示
し
ま
す
�

●
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催

心
の
健
康
相
談

ひ
き
こ
も
り
相
談

人
権
相
談�
特
設
�

社
会
保
険
一
日
相
談

身
体
障
害
者

定
期
相
談�
判
定
�会

ア
ル
コ
�
ル
相
談

消
費
生
活
相
談
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�
庄
原
市
カ
�
プ
応
援
隊
�参
加
者
募
集
中

カ
�
プ
の
応
援
と
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
を

月  日 対戦相手 試合開始

中日 18時20分
15時50分

16時30分

ヤクルト 18時20分

阪神 18時20分

巨人

18時20分

14時

13時30分

横浜 18時20分

16時30分

16時30分

16時30分

11時30分

11時

16時30分

バ ス の
出発予定

※

※

※の日は予約を締め切りました。ご了承ください。

　
８
・
９
月
の
広
島
市
民
球
場
で

の
試
合
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
�

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
�

●
対
象
　
庄
原
市
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

●
参
加
費
　
広
島
市
民
球
場
で

行
わ
れ
る
公
式
戦
１
試
合
の
参

加
費
用�
往
復
バ
ス
代
な
ど
�

大
人�
中
学
生
以
上
�３
�０
０
０
円

小
人�
小
学
生
�　
　
２
�０
０
０
円

幼
児�
３
才
以
上
�　
１
�０
０
０
円

●
申
し
込
み
　
左
記
専
用
電
話

で
の
み
受
け
付
け
ま
す
�

※
申
し
込
み
順
に
決
定
し
�40
席

が
確
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
�

●
受
付
時
間

平
　
日
　
９
時
�
17
時
30
分
　

土
曜
日
　
９
時
�
12
時
30
分

�
第
２
・
４
土
曜
は
休
み
�

日
曜
・
祝
日
　
休
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
カ
�
プ
応
援
隊
専
用
電
話

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
９
１
９

募
　
集

日　　程 場所および時間

庄原

地域

西城

地域

東城

地域

口和

地域

高野

地域

比和

地域

総領

地域

毎月第1～第4火曜日
8月9日・16日・23日
9月6日・13日・20日・27日

毎月第１・第3木曜日
8月18日
9月1日・15日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第1・第3木曜日
8月18日
9月1日・15日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第4木曜日
8月25日・9月22日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第4木曜日
8月25日・9月22日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第4木曜日
8月25日・9月22日

13時50分～14時比和支所………

毎月第2水曜日
8月10日・9月14日

9時40分～9時50分総領支所………

8月7日（日）
14日（日）
15日（月）
21日（日）
28日（日）
9月4日（日）

庄原赤十字病院
備北ななつか病院
毛 利 医 院
児 玉（ 納 ）医 院
林 医 院
庄原赤十字病院

0824-72-3111
0824-75-2070
0824-72-2863
0824-72-0147
0824-72-0121
0824-72-3111

診療所名

●庄原地域

8・9月の休日診療については、
次のとおりです。   

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります。

電話番号

8月7日（日）
13日（土）
14日（日）
15日（月）
21日（日）
28日（日）
9月4日（日）

こぶしの里病院
東 城 病 院
日 伝 医 院
こぶしの里病院
東 城 病 院
細 川 医 院
瀬 尾 医 院

08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-2180
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0054
08477-2-0023

診療所名

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内
犬・猫の
引き取り

8・9月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施

します。なお、手続きには認印が必要ですので、

持参してください。 

庄
原
・
絵
手
紙
大
賞
作
品

家
の
取
り
壊
し
や

新
増
築
に
は
届
け
出
を

8月12日(金)

13日(土)

14日(日)

16日(火)

17日(水)

18日(木)

23日(火)

24日(水)

25日(木)

9月 2日(金)

3日(土)

4日(日)

6日(火)

7日(水)

8日(木)

税
　
務



お 知 ら せ お 知 ら せ

� �� �

献血の
ご案内
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8月・9月の献血は、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ
保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市
9月9日（金）　10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

9 月の
庄原地域の市街地で、毎月9日に開催される市です。

者
に
帰
属
し
ま
す
�
な
お
�
作
品

の
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
�
Ｂ
Ｓ
カ
ラ
オ
ケ
塾
�
公

開
録
画

　
合
併
を
記
念
し
て
�Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛

星
第
２
テ
レ
ビ�
Ｂ
Ｓ
カ
ラ
オ
ケ

塾
�の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
�

と
き
　
10
月
16
日�
日
�

          

開
場:

14
時  

開
演:

15
時

と
こ
ろ
　
市
民
会
館�
西
本
町
�

ゲ
ス
ト
　
氷
川
き
よ
し
他

　
ま
た
�
公
開
録
画
の
観
覧
者
�

出
場
者
を
併
せ
て
募
集
し
ま
す
�

�
観
覧
者
�

●
申
込
方
法
　

　
往
復
は
が
き
の�
往
信
用
裏
面
�

に
�①
郵
便
番
号
・
住
所
②
名
前
③

電
話
番
号
��
返
信
用
表
面
�に
郵

便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
記
入
し
て
�

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

　
応
募
多
数
の
場
合
は
�抽
選
の

上
�入
場
整
理
券(

１
枚
で
２
人
ま

で
入
場
可)

を
お
送
り
し
ま
す
�

※
お
子
様
も
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
�番
組
収
録
の
都
合
上
�未
就

学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
�

●
宛
先

〒
７
２
７
�
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
１
�
10
�
１
　

庄
原
市
総
務
課�
Ｂ
Ｓ
カ
ラ
オ
ケ

塾
�観
覧
係

●
締
め
切
り

９
月
16
日�
金
�必
着

�
出
場
者
�

　
生
徒
役
と
し
て
出
場
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
�

●
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
の�
往
信
用
裏
面
�

に
�①
郵
便
番
号
・
住
所
�②
名
前
� 

③
電
話
番
号
�④
年
齢
�⑤
職
業
�⑥

好
き
な
歌
手
�⑦
好
き
な
曲
目
�⑧

一
言
ア
ピ
�
ル
を
��
返
信
用
表
面
�

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
記
入

し
て
�下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
�

※
応
募
多
数
の
場
合
は
�抽
選
に
よ

り
15
日
の
オ
�
デ
�
シ
�
ン
へ
の

出
場
を
ご
案
内
し
ま
す
�

※
応
募
は
一
人
一
通
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
�

※
本
番
・
オ
�
デ
�
シ
�
ン
と
も
�

ゲ
ス
ト
歌
手
の
曲�
曲
目
未
定
�を

歌
�
て
い
た
だ
き
ま
す
�

※
中
学
生
以
下
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
�

●
宛
先

〒
７
３
０
�
８
６
７
２�
住
所
不

要
�
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
�
Ｂ

Ｓ
カ
ラ
オ
ケ
塾
�出
場
係

●
締
め
切
り

９
月
16
日�
金
�必
着

●
オ
�
デ
�
シ
�
ン

10
月
15
日
�
土
�
の
14
時
か
ら
市

民
会
館
で
開
催
し
�そ
の
結
果
に

よ
り
男
女
２
人
ず
つ
に
本
番
へ

出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�

★
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
�抽
選
結
果
や
当
日
の
本
人

確
認
以
外
の
目
的
で
使
用
し
た
り
�

外
部
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
�

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
２
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局

鈎
０
８
２
�
５
０
４
�
５
２
１
８

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
本
市
戦

没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
�再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り

返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
恒
久
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
�庄
原
市
戦

没
者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念

式
典
を
開
催
し
ま
す
�

と
き
　
８
月
24
日�
水
�10
時
�

と
こ
ろ
　
市
民
会
館�
西
本
町
�

※
当
日
は
要
約
筆
記
に
よ
る
案
内
�

各
支
所
か
ら
の
送
迎
バ
ス
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
�

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
６
６

西
城
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
２
０
２

東
城
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
１
３
１

口
和
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
４

高
野
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
１
１
４

比
和
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
３
０
０
２

総
領
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
�
８
８
�
３
１
１
０

　古
代
米
に
よ
る
ア
�
ト
制
作
見

学
会

　
今
回
は
�備
北
丘
陵
公
園
内
の

水
田
に
お
い
て
�色
付
き
の
古
代

米
で
作
成
さ
れ
た
模
様
の
見
学

と
講
演
を
開
催
し
ま
す
�ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
�

と
き
　
８
月
25
日�
木
� 

11
時
�

と
こ
ろ
　
備
北
丘
陵
公
園
ひ
ば

の
里�
調
整
中
�

講
演
　�
多
様
な
イ
ネ
や
大
豆
を

利
用
し
た
地
域
お
こ
し
�

講
師
　
県
立
広
島
大
学
教
授
　

猪
谷
富
雄
さ
ん

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

し
�
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進

機
構�
担
当:

加
藤
�

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
２
２
０

FAX
０
８
２
４
�
７
２
�
０
０
７
５

　と
き
　
８
月
20
日�
土
�

　
　
　
10
時
�
16
時

と
こ
ろ
　
モ
�
モ
�
あ
い
す
ら

ん
ど�
口
和
町
�

内
容

●
口
和
ア
ン
・
ジ
�
ラ
�
ト
�
新

そ
ば
ア
イ
ス
�登
場

●
し
ぼ
り
た
て
新
鮮
牛
乳
プ
レ

ゼ
ン
ト

●
先
着
50
名
様
へ
焼
肉
の
サ
�
ビ
ス

●
口
和
新
鮮
野
菜
市

問
い
合
わ
せ
　
モ
�
モ
�
あ
い

す
ら
ん
ど

鈎
０
８
２
４
�
８
９
�
７
０
３
０

　
広
島
国
体
開
催
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
る
大
会
で
す
�

と
き
　
８
月
19
日�
金
��
21
日�
日
�

と
こ
ろ
　
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
�
ク�
西
城
町
三
坂
�

　
夏
か
ら
秋
へ
移
り
ゆ
く
高
原

の
自
然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

と
き
　
９
月
４
日�
日
�

と
こ
ろ
　
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
�
ク

参
加
費
　
大
人
�
�
�
２
０
０
円

　
　
　
　
18
歳
以
下
�
１
０
０
円

申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け
ま
す
�

問
い
合
わ
せ
　
道
後
山
高
原
ク

ロ
カ
ン
パ
�
ク

鈎
０
８
２
４
�
８
４
�
２
７
２
７

　と
き
　
８
月
20
日�
土
� 

19
時
開
演

と
こ
ろ
　
口
和
文
化
ホ
�
ル
ヒ

�
�
マ
ン
ラ
イ
ツ

演
題
　
清
め
の
舞
・
猿
田
彦
・
素

佐
之
男
・
荒
神
山
・
伊
吹
山

問
い
合
わ
せ
　
口
和
支
所
地
域

振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
１

【8月のイベント情報】

●ゆめさくら夏まつり
　期間中は、試食会や特別販売、ミルク缶重量当

　てクイズなどイベント盛りだくさんです。

・期　間　8月6日（土）～15日（月）

●写真展「0.02の世界
　　　　　　　　～名越宣男写真展～」
・と　き　8月27日（土）・28日（日）

鈎0824－75－4411

催
　
し

合
併
記
念
事
業

平
成
17
年
度
庄
原
市

戦
没
者
追
悼
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
典

第
２
回
元
気
な

地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
�

「ふれあい市長室」
の日程

■
と
　
き  

８
月
20
日�
土
�・
９
月
10
日�
土
� 

９
時
�
12
時

■
と
こ
ろ  

市
役
所
本
庁
舎
２
階
市
長
室

�
�
月
�
�都
合
�
�
�
第
�
土
曜
日
�
開
催
�
�
�
�
�
�

�
公
務
�
�
�
実
施
�
�
�
�
場
合
�
�
�
�
�
�

�
道
路
�
改
良
�
維
持
�
修
繕
�
�
�
要
望
�陳
情
�
�事
業
担
当

�
課
�
�
願
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
�
�
情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

自衛官採用試験の案内

防衛
大学校
学生

防衛医科
大学校学生

看護学生

第
８
回
夏
山
ワ
ク
ワ
ク

な
ぎ
な
た
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

ク
ロ
カ
ン
パ
�
ク

自
然
観
察
会

口
和
中
学
校
神
楽
同
好
会

定
期
公
演
会

モ
�
モ
�
あ
い
す
ら
ん
ど

５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

E
-m

a
il

salon
.sh

obara@
poem

.ocn
.n

e.jp

8月30日（火）

9月  2日（金）

9月12日（火）

9月13日（水）

市役所本庁舎

庄原赤十字病院

東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

11時30分～15時

10時～11時30分
12時30分～15時

実施日 会　場 受付時間

自衛隊三次募集事務所　鈎0824－62－0350
総務課行政係　　　　　鈎0824－73－1123

問い合わせ

推
薦

一
般

高卒（見込含）
21歳未満の男女

高卒（見込含）
21歳未満の男女

高卒（見込含）
24歳未満の男女

高卒（見込含）
21歳未満の男女

9月5日～7日

9月9日
　～9月30日

9月24日・25日

採用種目 応募資格 受付期間 試験日

1次　11月12日・13日�
2次　12月13日～16日

1次　10月16日
2次　11月18日・19日

1次　11月5日・6日
2次　12月7日～9日

氷川きよしさん



お 知 ら せ お 知 ら せ

� �� �

[住民基本台帳登録人口]
○人　口　44,076人
　　男　　20,929人
　　女　　23,147人
○世帯数　16,265世帯

[外国人登録人口]
○人　口　283人

人の動き

納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197

広報しょうばら　2005.8 広報しょうばら　2005.8【庄原市ホームページアドレス】　http://www.city.shobara.hiroshima.jp【庄原市メールアドレス】　shobara@city.shobara.hiroshima.jp

�
夏
真
�
盛
�
�
中
��
祭
�
�
�

季
節
�
�
�
�
�
�
�
�
�
記
事

�
中
�
�
�
�
月
中
�
開
催
�
�

�
各
地
域
�
主
�
祭
�
�
紹
介

�
�
�
�
�
�
伝
統
�
�
踊
�
�

民
謡
�
�
�
�
�
地
域
�
特
色
�

�
�
�
�
工
夫
�
凝
�
�
�
�
�

�
各
種
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
今
回
紹
介
�
�
�
�
以
外
�
�
�

盆
踊
�
�
花
火
大
会
�
�
�
�
�

秋
�
�
秋
祭
�
�
�
�
開
催
�

�
�
�
思
�
�
�
�
地
域
�
感
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
皆
�

�
�
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�
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出
�
�
�
�
�
�
�

広
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この広報誌は、環境にやさしい
植物性大豆油インキで印刷しています。
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（6月末日現在）

そ
の
他

�
�
�
�
�
�
�
�
�
使
�
�
染
�

�
�
自
分
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
月
20
日�
土
�

�
10
時
30
分
�
�
受
付
開
始
�
�
�

�
事
前
�
予
約
�
�
�
�
�
�

�
参
加
費
�
�
�
�
円

�
定
�
員
�
50
人

�
備
北
公
園
管
理
�
�
�
�

�
鈎
０
８
２
４-

７
２-

７
０
０
０

【懐かしいふるさとの夏休み】

備北丘陵公園

�
８
月
の
遊
び
の
学
校�
染
物
体
験
��

�
�
月
31
日
�
水
�
�
�
�
夏
休
�

期
間
中
�
公
園
�
�
�
昔
懐
�
�
�

�
�
�
�
�
夏
休
�
�
体
験
�
�

�
�
�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
屋
敷
�
�
�昔
�
子
�

�
�
�
�
夏
�
�
�
�
�
�
�
食

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
新
鮮
野
菜
�
丸
�
�
�
体
験
�

�
�
�
�
�野
菜
�
旬
�
採
�
�
�

�
�
�
�
�
�
味
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�口
和
郷
土
資
料
館
�
安
部

博
良
�
�
�
招
�
�
��
�
�
�
16

�
�
映
写
機
�
�
�
映
画
上
映
会

�
�蓄
音
機
�
�
�
演
奏
会
�
�
�

予
定
�
�
�
�
�
��
�
�
越
�
�

�
�
�
�

★
映
写
機
に
よ
る
映
画
上
映
会

�
�
�
�
�
�
月
14
日�
日
�

�
�
�
�
�
13
時
�
�15
時
�

�
�
�
�
�
参
集
殿

�
参
加
費
�
無
料

�
定
�
員
�
�
�
�
人

★
蓄
音
機
に
よ
る
演
奏
会

�
�
�
�
�
�
月
13
日�
土
�

�
�
�
�
�
13
時
�
�15
時
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
屋
敷

�
参
加
費
�
無
料

と
き
　
９
月
14
日�
水
��
18
日�
日
�

と
こ
ろ
　
田
園
文
化
セ
ン
タ
�

問
い
合
わ
せ
　
田
園
文
化
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
１
５
９

　
　
　

　
標
高
７
０
０
ｍ
の
高
原
を
�ト

�
プ
ア
ス
リ
�
ト
か
ら
フ
�
ミ

リ
�
ま
で
が
走
り
ま
す
�

と
き
　
８
月
20
日�
土
�

と
こ
ろ
　
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
�
ク�
西
城
町
�

問
い
合
わ
せ
　
道
後
山
高
原
ク

ロ
カ
ン
パ
�
ク

鈎
０
８
２
４
�
８
４
�
２
７
２
７

　
　
　

●
第
２
回
考
古
学
入
門
教
室

�
親
子
の
た
め
の
考
古
学
入
門
教
室
�

と
き
　
８
月
20
日
�
土
�
　
10
時

�
16
時

�
考
古
学
の
話
と
実
習
��
本
物
の

遺
物
に
ふ
れ
て
み
よ
う
！
�

８
月
27
日�
土
�

�
発
掘
体
験
��
帝
釈
峡
遺
跡
群
�

※
天
候
に
よ
り
日
程
に
変
更
が

あ
り
ま
す
�

と
こ
ろ
　
時
悠
館�
東
城
町
�

参
加
費
　
無
料

締
め
切
り
　
８
月
18
日(

木) 

そ
の
他
　
昼
食
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
�

●
第
６
回
考
古
学
公
開
講
座

�
土
器
づ
く
り
の
考
古
学
�

と
き
　
９
月
10
日
�
土
�
　
14
時

�
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
時
悠
館�
東
城
町
�

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

時
悠
館

鈎
０
８
４
７
７
�
６
�
０
１
６
１

＊
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
９
月
１
日(

木)

・
２
日(

金
�は
�

展
示
物
入
れ
替
え
作
業
の
た
め

臨
時
休
館
と
し
ま
す
�

●
昼
の
部

　
伊
邪
那
美
命
の
神
話
に
ゆ
か

り
の
あ
る
�
千
引
岩
�
や
ブ
ナ
林

な
ど
�比
婆
山
神
話
の
史
跡
を
訪

ね
ま
す
�

と
き
　
８
月
27
日
�
土
�
　
９
時

30
分
�
16
時

と
こ
ろ
　
休
暇
村
吾
妻
山

定
員
　
30
人

参
加
費
　
１
�５
０
０
円

締
め
切
り
　
８
月
24
日�
水
�

●
夜
の
部

　
古
事
記
の
世
界
を
古
式
豊
に

舞
う
�
比
婆
斎
庭
神
楽
�
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
�

と
き
　
８
月
27
日
�
土
�
　
18
時

50
分
�
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
休
暇
村
吾
妻
山

申
し
込
み
　
当
日
�休
暇
村
で
受

け
付
け
ま
す
�団
体
で
鑑
賞
さ
れ

る
場
合
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
�

参
加
費
　
１
�５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
比
婆
山
神
話
め
ぐ
り
と
護
符

の
水
実
行
委
員
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
２
３
３
１

　�
地
域
か
ら
の
挑
戦
　
地
域
お
こ

し
が
日
本
を
変
え
る
��
仮
�

　
自
治
振
興
区
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
多
く
の
人
に
�夢
を
持
ち
な

が
ら
積
極
的
に
地
域
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
も
ら
う

た
め
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
�
プ
ロ
ジ
�
ク

ト
Ｘ
　
挑
戦
者
た
ち
�の
司
会
で

お
な
じ
み
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
�
を
講
師
に
迎
え
�講
演
会
を

開
催
し
ま
す
�

と
き
　
９
月
４
日
�
日
�
　
開
演

14
時
�

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

講
師
　
日
本
放
送
協
会
エ
グ
ゼ

ク
テ
�
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
�

国
井
　
雅
比
古
さ
ん

　
　
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課
自

治
振
興
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
２
０
９

と
き

前
期
／
11
月
２
日(

水)

�
９
日(

水)

後
期
／
11
月
12
日(

土)

�
19
日(

土)

と
こ
ろ
　
田
園
文
化
セ
ン
タ
�

作
品
受
付
　
10
月
６
日�
木
��
７

日�
金
�

★
募
集
作
品
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
�行
政
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
�

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
１
５
９

　　
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
�
比
和

町
内
１
周
約
70
ｋ
ｍ
の
コ
�
ス
を

バ
イ
ク
で
走
り
ま
す
�

と
き
　
９
月
25
日�
日
�

と
こ
ろ
　
比
和
総
合
運
動
公
園

参
加
費
　
１
人 

１
２
�０
０
０
円

締
め
切
り
　
９
月
９
日�
金
�必
着

問
い
合
わ
せ
　
水
源
の
森
ツ
�
リ

ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
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比
和
事
務
局

�
比
和
町
商
工
会
内
�

鈎
０
８
２
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�
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�
２
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３
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口
和
町
�
高
野
町
の
土
地
・
建

物
の
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
�現

在
�広
島
法
務
局
三
次
支
局
で
取

り
扱
�
て
い
ま
す
が
�９
月
26
日

�
月
�
か
ら
庄
原
支
局
で
取
り
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
�９
月
26

日
以
降
の
登
記
申
請
や
図
面
の

閲
覧
に
つ
い
て
は
�庄
原
支
局
で

お
願
い
し
ま
す
�

　
な
お
�
土
地
・
建
物
の
登
記
事

項
証
明
書
は
�従
来
ど
お
り
三
次

支
局
で
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
�

問
い
合
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島
法
務
局
庄

原
支
局
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８
２
４
�
７
２
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館
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ク
ロ
ス
の
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替
え
工

事
の
た
め
�次
の
と
お
り
一
部
閉

館
し
ま
す
�ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
�ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
�

●
多
目
的
ホ
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ル
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史
民
俗
資

　
料
館
�倉
田
百
三
文
学
館

　
８
月
22
日(

月)

�
31
日�
水
�

●
図
書
館

　
９
月
１
日(

木)

�
３
日�
土
�

田
園
文
化
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
１
５
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　小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主

の
方
や
会
社
等
の
役
員
の
方
が
�

事
業
を
廃
止
し
た
り
役
員
を
退

職
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
�そ

の
後
の
生
活
の
安
定
や
事
業
の

再
建
な
ど
を
図
る
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
た
め
の

共
済
制
度
で
す
�

　
ま
た
�掛
金
が
全
額
所
得
控
除
に

な
る
な
ど
税
制
上
も
優
遇
さ
れ
て

い
ま
す
�安
全
・
確
実
な
小
規
模
共

済
制
度
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
商
工
会
議
所

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
２
１
２
１

　 田
園
文
化
セ
ン
タ
�
を

一
部
閉
館

事
業
主
の
た
め
の

退
職
金
制
度

不
動
産
登
記
事
務
の

管
轄
変
更

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

時
悠
館
イ
ベ
ン
ト

第
６
回
ひ
ろ
し
ま

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
大
会

水
庄
会

�
日
本
水
彩
画
広
島
県
備
北
支
部
�

35
回
記
念
展

●世界児童画展
　9日（金）～12日（月）／10時～17時
　※入場無料
●問い合わせ
　庄原市文化協会事務局　Tel0824-72-4347(白川)
　教育委員会生涯学習課　Tel0824-73-1188
　商工観光課商工振興係　Tel0824-73-1179
　※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
　　ください。使用料はいりません。

情報Ｂ Ｏ Ｘ

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」市民ギャラリー「アート多愛夢」

比
婆
山
神
話
め
ぐ
り
と

神
楽
上
演

第
１
回
庄
原
市
美
術
展
覧
会

第
10
回
水
源
の
森
ツ
�
リ
ン

グ
ト
ラ
イ
ア
ル
ｉ
ｎ
比
和

9月の
展示案内

国井さん

染物に挑戦してみよう!



　和牛の里として知られる口和は、牛にちなんだイベントや西城川の川の幸、春

にはまんさく、６月にはホタルが飛び交うなど自然豊なところです。また、新鮮野

菜やそば、ケーキ、アイスなど、地元ならではの食べ物もいっぱいです。

まるごと「しょうばら」

口和
地域

13
14
15
16
18
19
22
28

■「シネマ楽笑座」を開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ご利用ください　中小企業振興制度・・・・・・・
■使ってみよう！ｅ－しょうばらネット・・・・・

■在宅高齢者家族介護慰労金を支給します・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
3
4
5
6
7
8
12

今月の主な内容

■「道」を見直す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■国民年金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■第25回庄原よいとこ祭・・・・・・・・・・・・・・・・・

■リサイクルを学ぶ講座を開催・・・・・・・・・・・

■非核平和都市宣言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■県立広島大学に研究費を助成・・・・・・・・・・・

■地域情報化計画策定委員会を設置・・・・・・・

14
15
16
17
18
19
22
28■「出前トーク」をご利用ください・・・・・・・・

■障害児タイムケア事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
■応援します！あなたの子育て・・・・・・・・・・・・・

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・
■庄原市農業委員会 新体制でスタート・・・・・・

■庄原市シルバー人材センターをご利用ください・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」見る・食べる・遊ぶ・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine 見る

食べる

遊ぶ

ほたる見公園

鮎の里公園・高瀬の湯

持ち揚げ観音

鮎料理・広島牛の焼肉 モーモーアイス

　　江戸時代以降の郷土の人々が

使用していた生活道具、遺跡からの

出土品、蓄音機、劇場用映写機、初

期ラジオ、1500年前のクジラや貝の

化石など計1300点を展示しています。

　　現在でも、この蓄音機、劇場用映

写機、初期ラジオを修理して定期的

に鑑賞会などを開催しています。

鈎0824－87－2230（開館日は月・

木曜日）

　　鮎の里公園のすぐそばにある

持ち揚げ観音には、古くからの言

い伝えがあります。この観音様に

願い事をかけながら持ち上げ、軽

く感じればその願いは叶い、逆に

重く感じれば、その願いは叶わな

いと伝えられています。

口和郷土資料館

　町内唯一の温泉宿泊施設です。地下500ｍ

から汲み上げる、天然のラドン温泉かけ流し

風呂で疲れを癒した後は、天然の鮎・和牛肉

など口和の味覚でお楽しみください。

　和牛の里口和ならやっぱ

り「焼肉」。美味しいお肉がい

つでも食べられます。

　また、西城川で釣ったばか

りの新鮮な天然鮎の塩焼き

も美味！
ほたる見公園内の竹地川で遊ぶ

子どもたち（7月23日（土））

広報 西城地域

口和地域口和地域
東城地域

庄原地域

総領地域

比和地域

高野地域

　口和の良好な環境で育った乳牛の

上質な牛乳をたっぷり使い、新鮮な

卵を加えて作った「乳やのかあちゃ

ん手づくりアイス」です。添加物を使

用せず、美味しさと安全を追求した

自慢の味です。

モーモー物産館「しんぎょう庵」の手打ちそば

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8
2005/August
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　竹地川のすぐ

そばにあるほた

る見公園は、キャ

ンプを楽しむ家

族連れでにぎわい、

初夏には、無数のホタルが放つ幻想的な光のダンスを見ることで

きます。また、天然記念物のオオサンショウオも数多く生息しており、

時折見ることができます。

　地元産のそば粉を使った、手打ちの二八そば（ざるそば・肉

そば・やまかけそば）を味わ

うことが出来ます。

　物産館では、口和新鮮野

菜市も開設され、季節の野

菜のほか、特産品の山の幸

がところ狭しと並んでいます。

日
差
し
を
浴
び
て

　
　
　
　
自
然
を
満
喫
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